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まちの話題 P30
多文化共生フェスティバル  in Oguchi
Be Ambitious　二宮　由樹さん（余野）
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平成27年度　決算状況について

研究に邁進！

休
日
診
療

休
日
診
療

戸籍保険課窓口延長日

納付金

14日（水） 27日（火） 午後7時まで
業務内容：住民票、印鑑登録事務と証明書発行、戸籍証明書の発行
※今月の窓口延長日 2回目は27日（火）です。ご注意ください。

●固定資産税・都市計画税（3期）●国民健康保険税（7期）
●下水道受益者負担金（3期）
●介護保険料（7期）●後期高齢者医療保険料（6期）

納期限 12月26日（月）



今
年
は
強
い
、
大
口
町
！　

　

愛
知
駅
伝
は
、２
０
０
５
年
に
開
催
さ
れ

た
「
愛
知
万
博
」
を
記
念
し
、愛
知
県
内
市

町
村
の
交
流
や
県
民
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を

目
的
と
し
て
、
２
０
０
６
年
よ
り
愛
・
地

球
博
記
念
公
園
（
通
称
モ
リ
コ
ロ
パ
ー
ク
）

に
て
毎
年
実
施
。今
年
で
11
回
目
を
迎
え
ま

し
た
。
今
年
は
12
月
３
日
貍
、12
時
35
分
に
、

愛
知
県
知
事
の
ピ
ス
ト
ル
に
よ
り
ス
タ
ー

ト
。
９
区
間
計
28
・
７
㎞
を
9
人
の
選
手
が

た
す
き
を
つ
な
い
で
走
り
ま
す
。

　

大
口
町
代
表
選
手
は
、5
月
に
広
報
お
お

ぐ
ち
に
て
募
集
。9
月
ま
で
の
4
回
の
記
録

会
に
て
各
区
2
名
ず
つ
の
選
手
が
絞
ら
れ

ま
す
。最
終
的
に
は
11
月
に
2
回
の
選
考
記

録
会
が
お
こ
な
わ
れ
、出
場
選
手
が
決
定
し

ま
す
。
そ
れ
か
ら
候
補
選
手
は
、週
1
回
の

合
同
練
習
の
他
、各
自
自
主
練
習
に
て
走
り

込
み
を
し
、万
全
の
態
勢
で
本
番
に
臨
み
ま

す
。

　

一
昨
年
、大
口
町
は
歴
代
最
高
位
の
町
村

の
部
４
位
を
記
録
し
ま
し
た
。
今
年
は
、さ

ら
に
順
位
を
上
げ
る
期
待
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
今
年
の
監
督
と
コ
ー
チ
に
、駅
伝
に

対
す
る
想
い
と
抱
負
を
伺
い
ま
し
た
。

2 平成28年12月

仲
間
を
信
じ
て

た
す
き
を
つ
な
ぐ
！

　
愛
知
万
博
メ
モ
リ
ア
ル
　
愛
知
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
（
略

称
　
愛
知
駅
伝
）
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
真
冬
の
寒
空
の
中
、

県
内
38
市
と
16
町
村
の
合
わ
せ
て
54
チ
ー
ム
が
各
市
町
村
を
背
負
っ
た

た
す
き
を
つ
な
ぎ
、
熱
い
闘
い
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

▲一宮総合運動場で合同練習

1区2区3区5区6区 4区8区9区 7区
中学生女子中学生男子 小学生女子一般女子一般男子 小学生男子 ジュニア男子ジュニア女子 40歳以上
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範
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下
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眞
琴
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田
拳
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ん

三
輪
有
生
さ
ん

小
島
和
希
さ
ん

田
辺
悠
馬
さ
ん

吉
田　

梢
さ
ん

武
井
美
帆
さ
ん

下
山
彩
乃
さ
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社
本
莉
沙
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社
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莉
沙
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千
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尚
孝
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ん

浅
野
純
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さ
ん

は
じ
め
て
な
の
で

楽
し
ん
で
走
り
ま
す

安
定
し
た
ス
ピ
ー
ド
で

走
り
切
り
ま
す

チ
ー
ム
の
た
め
に

自
分
の
力
を
出
し
切
り
ま
す

最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ま
せ
ん

「
前
に
前
に
」

と
い
う
気
持
ち
で
！

大
口
町
を
背
負
っ
て

全
力
で
走
り
ま
す

準
備
万
端
、
気
持
ち
で
は

負
け
ま
せ
ん

は
じ
め
て
な
の
で

楽
し
ん
で
走
り
ま
す

安
定
し
た
ス
ピ
ー
ド
で

走
り
切
り
ま
す

順
位
を
上
げ

次
の
走
者
に
た
す
き
を
つ
な
げ
る

チ
ー
ム
の
役
に
立
て
る
よ
う

が
ん
ば
り
ま
す
。

大
口
町
の
皆
さ
ん
、

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
♪

順
位
を
上
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の
走
者
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き
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げ
る

チ
ー
ム
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に
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最
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で
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の
皆
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ん
、

応
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よ
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お
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い
し
ま
す
♪

「
前
に
前
に
」

と
い
う
気
持
ち
で
！

大
口
町
を
背
負
っ
て

全
力
で
走
り
ま
す

目
指
せ
！
区
間
賞
！

準
備
万
端
、
気
持
ち
で
は

負
け
ま
せ
ん

チ
ー
ム
に
貢
献
す
る

全
力
を
つ
く
し
ま
す
！

ね
ば
り
強
く
！

自
分
に
出
来
る
こ
と
を

確
実
に
こ
な
し
ま
す
！

ほ
し
が
り
ま
せ
ん
、

勝
つ
ま
で
は

大
口
町
の
た
め
に

が
ん
ば
り
ま
す
。

愛知
駅伝

第11回
愛知県市町村対抗
駅伝競走大会
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特集

監
督

　
　

柳
沢
昭
光
さ
ん
（
大
口
町
体
育
協
会
会
長
）

　

第
７
回
よ
り
駅
伝
チ
ー
ム
の
監
督
を
務

め
、今
年
で
５
回
目
に
な
り
ま
す
。
大
口
町

は
、町
を
上
げ
て
応
援
が
盛
り
上
が
る
チ
ー

ム
。
大
会
当
日
は
、多
く
の
方
々
が
応
援
に

か
け
つ
け
、選
手
を
励
ま
し
ま
す
。
応
援
の

方
の
一
体
感
も
他
の
市
町
村
に
は
負
け
な

い
と
思
い
ま
す
。今
年
は
さ
ら
に
順
位
を
上

げ
て
町
村
の
部
3
位
以
内
を
目
指
し
ま
す
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
に
は
、「
次
に
た
す
き
を

つ
な
ぐ
ま
で
、持
て
る
力
を
最
大
限
に
発
揮

し
て
」
と
伝
え
た
い
で
す
。
ま
た
、コ
ー
ス

の
沿
道
の
方
々
の
大
き
な
声
援
や
旗
、の
ぼ

り
が
選
手
が
苦
し
い
時
の
大
き
な
支
え
と

な
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
熱
い
応
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

コ
ー
チ
兼
第
３
区
走
者

　
　
　
　
　

林　

和
範
さ
ん
（
東
海
理
化
）

　

走
者
と
し
て
は
、
昨
年
度
に
続
き
、
２
回

目
の
出
場
に
な
り
ま
す
。
中
学
と
高
校
の
途

中
ま
で
陸
上
部
。
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
は

10
年
前
よ
り
勤
め
先
の
陸
上
部
で
走
っ
て

い
ま
す
。
５
年
前
に
一
度
コ
ー
チ
を
務
め

ま
し
た
が
、
そ
の
と
き
に
小
学
生
だ
っ
た
竹

内
恵
唯
く
ん
か
ら
去
年
は
た
す
き
を
も
ら

い
、
彼
の
成
長
に
感
無
量
で
し
た
。
チ
ー
ム

で
の
練
習
は
本
番
ま
で
に
６
回
あ
り
ま
す

が
、
で
き
る
だ
け
み
ん
な
に
話
し
か
け
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
選
手
一
人
ひ

と
り
の
タ
イ
プ
や
得
意
な
こ
と
を
把
握
し

て
チ
ー
ム
の
結
束
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
努

め
て
い
ま
す
。

　

チ
ー
ム
は
と
て
も
仲
が
良
い
で
す
。
去
年

と
ほ
と
ん
ど
メ
ン
バ
ー
が
変
わ
ら
ず
各
々

が
去
年
よ
り
成
長
し
て
い
る
の
で
、
タ
イ
ム

に
し
て
2
分
以
上
短
縮
し
、
ず
ば
り
3
位
が

ね
ら
え
る
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
応
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

大
口
町
の
若
い
力　

　

過
去
に
見
事
区
間
賞
を
獲
得
し
た
若
い

2
人
の
選
手
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

走
る
事
は
「
一
番
自
分
を
出
せ
る
こ
と
」

古
田　

拳
也
さ
ん

　

昨
年
と
一
昨
年
、２
年
連
続
町
村
の
部
で

区
間
賞
に
輝
き
ま
し
た
。３
回
目
の
出
場
と

な
る
今
回
は
、「
市
の
部
も
合
わ
せ
て
の
区

間
賞
を
ね
ら
い
ま
す
」。
５
区
の
ラ
イ
バ
ル

の
走
り
は
す
べ
て
頭
に
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ

▲囲碁クラブ
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が
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。
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て
い
る
そ
う
で
す
。

　

今
年
度
１
５
０
０
m
で
全
国
大
会
に
出

場
。「
テ
レ
ビ
な
ど
で
見
て
い
た
有
名
選
手

を
生
で
見
る
事
が
で
き
て
興
奮
し
ま
し
た
」。

尊
敬
す
る
選
手
は
、リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

も
出
場
し
た
長
距
離
の
大お

お
さ
こ迫
傑
す
ぐ
る

選
手
。
日

本
人
離
れ
し
た
ス
ト
ラ
イ
ド
の
大
き
さ
が

魅
力
と
の
こ
と
。
将
来
は
、全
国
で
活
躍
で

き
る
よ
う
な
選
手
を
め
ざ
し
ま
す
。菓
子
パ

ン
の
大
好
き
な
大
口
中
学
校
３
年
生
、５
区

を
全
力
で
駆
け
抜
け
ま
す
！

走
る
事
は
「
生
き
が
い
」
下
山　

彩
乃
さ
ん

　

選
手
と
し
て
走
る
の
は
今
回
７
回
目
。一

昨
年
に
区
間
賞
、
他
に
２
度
、
区
間
で
入
賞

を
果
た
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
目
標
は「
順

位
を
上
げ
て
次
に
た
す
き
を
渡
す
こ
と
」と

の
こ
と
で
す
。

　

中
１
の
と
き
に
東
海
大
会
に
出
場
し
、
今

年
は
高
校
の
西
尾
張
新
人
戦
で
３
位
に
入

賞
し
ま
し
た
。
陸
上
の
魅
力
は
「
自
分
が
ど

れ
だ
け
頑
張
れ
る
か
限
界
に
挑
戦
で
き
る

こ
と
」。
自
分
に
甘
く
な
り
、あ
き
ら
め
る
こ

と
が
あ
る
の
で
乗
り
越
え
る
こ
と
が
課
題

だ
そ
う
で
す
。
将
来
は
、
妹
と
一
緒
に
フ
ル

マ
ラ
ソ
ン
に
挑
戦
し
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

た
ま
ご
ボ
ー
ロ
が
大
好
き
な
江
南
高
校
の

１
年
生
、
第
８
区
は
ま
か
せ
て
く
だ
さ
い
！

取
材
に
て

　

身
を
切
る
よ
う
な
冷
た
い
空
気
の
中
を
、

白
い
息
を
吐
き
な
が
ら
ま
っ
す
ぐ
前
を
見
て

駆
け
抜
け
て
い
く
各
選
手
。
抜
か
す
選
手
も

あ
り
、
抜
か
さ
れ
る
選
手
も
あ
り
、
す
べ
て

の
選
手
が
苦
し
そ
う
な
表
情
の
下
に
、
孤
独

と
チ
ー
ム
へ
の
責
任
感
、
そ
し
て
走
る
こ
と

へ
の
情
熱
を
に
じ
ま
せ
て
私
た
ち
に
感
動
を

与
え
て
く
れ
ま
す
。
選
手
が
「
走
る
こ
と
は
、

自
分
の
限
界
に
挑
戦
す
る
こ
と
」
と
話
し
て

く
れ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

愛
知
駅
伝
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
男
女

が
一
丸
と
な
っ
て
一
本
の
た
す
き
を
つ
な
い

で
い
く
こ
と
に
意
義
が
あ
り
ま
す
。「
チ
ー
ム

の
た
め
に
全
力
で
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
て

く
だ
さ
っ
た
選
手
。
区
間
の
ゴ
ー
ル
で
待
っ

て
い
る
チ
ー
ム
メ
イ
ト
を
め
ざ
し
て
走
り
、

世
代
か
ら
世
代
へ
た
す
き
を
受
け
継
い
で
い

く
の
が
愛
知
駅
伝
の
醍
醐
味
で
す
。

　

当
日
の
模
様
は
、
12
時
よ
り
東
海
テ
レ
ビ

（
１
ch
）に
て
生
中
継
さ
れ
ま
す
。
現
地
に
て
、

ま
た
は
テ
レ
ビ
の
前
に
て
応
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

北駐車場北駐車場

5・7区中間

4・6区中間

1・2区 1K

3・8区中間

1区中間

9区中間

9区 1K

3・5・7・8区 1K

愛知児童
総合センター

愛・地球博
記念館

サツキとメイの家

フィールド
センター

愛知児童
総合センター

愛・地球博
記念館

西駐車場西駐車場

北駐車場北駐車場

野球場

南駐車場南駐車場

サツキとメイの家

フィールド
センター

サツキとメイの家

フィールド
センター

日本庭園日本庭園

愛知ふるさと市開催

東部丘陵線

南

スタート
ゴール

2 区中間

愛・地球博
記念公園駅

矢戸川をきれいにする会
大口町NPO団体
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　　　　NPO法人まちねっと大口　月曜日から土曜日（祝日除
く）　午前9時から午後5時　（正午から午後1時を除く）　
蘂22-6642　メールmachinet@owari.ne.jp

問合せ先
バス車内・喫茶ほほえみ・憩いの四季・御桜乃里
一期一会荘・さくら総合病院・大口町役場会計室　

回数券・一日乗車券販売場所回数券・一日乗車券販売場所
全路線1乗車

100円
小学生以下無料

実
物
の
コ
ミ
バ
ス
に
も

乗
車
で
き
る
の
よ
!!　

今
回
は
輪
投
げ
で
遊
ん

で
景
品
を
ゲ
ッ
ト
す
る

ゲ
ー
ム
よ
。

コ
ミ
バ
ス
オ
リ
ジ
ナ
ル
タ
オ

ル
や
一
日
乗
車
券
な
ど
豪
華

景
品
が
当
た
る
わ
よ
。

60
シリーズ

エコモビ実践キャンペーン実施中！

今回の時刻表は、
ぼくと同じ「緑
色」なんだって
♪今年もたくさ
んの人に利用し
てほしいな～

　大口町で唯一の公共交通機関であるコミュニティバスを地域
住民の手で支えていくことのできる仕組みを創るために結成さ
れた「コミュニティバスサポート隊」。コミバスを、多くの人に
知っていただき、活用していただくために日々活動しています。

広報3月号と一緒に配布され
たので、確認してから出か
けようね。バス車内や役場
の町民安全課でも、もらえ
るそうよ。町のホームペー
ジでも確認できるわよ。

桜
太
朗
く
ん

桜
子
ち
ゃ
ん

桜
太
朗
く
ん

桜
太
朗
く
ん

平成27年度  活動予定

● コミバスツアーの企画・運営
● ふれあいまつりブース出展
● 交流会・研修会への参加
● 定例会議 （月に1回）
● 役場玄関PRボード作成など

平成26年度  活動報告

● バスのデコレーション
● バス停ベンチ作り
● コミバスツアー「大口町を知ろう！」
● 武豊町コミバス利用促進友の会との交流
● ふれあいまつりブース出展

● バスのデコレーション
● バス停ベンチ作り
● コミバスツアー「大口町を知ろう！」
● 武豊町コミバス利用促進友の会との交流
● ふれあいまつりブース出展

こ
れ
を
機
に
環
境
に
優
し
い

コ
ミ
バ
ス
を
使
っ
て
ね
！

愛知県では、クルマと公共交通、自転車、徒歩など
をかしこく使い分けるライフスタイルである「エコ
モビリティライフ」（エコモビ）を県
民運動として推進しています。

キャンペーン期間 11月17日（木）～ 12月16日（金）

県内一斉「エコ通勤デー」
12月7日 水

駅

自宅・寮

駅

職場

公共交通で通勤

コミュニティバスサポート隊では随時メンバーを募集しています。気軽にお問い合わせください！

　　　　　　パークアンドライド （park 
and ride） とは、自宅から自家用車で最寄
りの駅または バス停まで行き、車を駐車
させた後、バスや鉄道などの公共交通機関
を利用して都心部の目的地に向かうシステ
ムのこと。

Ｐ＆Ｒなど

Ｐ＆Ｒとは

自転車通勤

相乗り通勤

自転車通勤

相乗り通勤

エコモビのイメージエコモビのイメージ

大口町プロモーションメンバー募集！

定員　15 名
対�象　● 15歳以上で、町内にお住まいか、お勤め、

在学の方　● 大口町が好きな方　● 大口町の魅力、
情報を発信することに関心がある方　● みんなで
一緒になって取り組める方

内�容　プロモーションの戦略を考え、取り組みを進
める会議を開催します。（平成 29 年 3 月までに 3
回開催予定）

※�第２回以降は、土曜日の午前中に開催予定です。

応�募方法　12 月９日貊までに住所、氏名、年齢、連
絡先をメール（kigyourichi@town.oguchi.lg.jp）か
電話でご連絡いただくか、企業立地推進室（役場１
階 都市整備課内）へ直接お越しください。

■ 第 1回会議　
日時　12 月 17 日貍　午前10 時から正午
場所　ほほえみプラザ 4 階　ほほえみホール
内容　取組概要、方針、大口町の魅力、発信方法（予定）
問合せ先　企業立地推進室　蘂 95-1614

　大口町は、第７次大口町総合計画に基づき、バランスある人口構
成を持続させていくために、本町の良さを PR するシティプロモー
ションを実施していきます。そこで、一緒にシティプロモーション
戦略を考え、『大口町の良さ』を発信してくれるメンバーを募集し
ます。

　「大口町の魅力をみんなに知ってもらいたい！」「大口町の面白い
ことを知りたい！」という方は、ぜひご協力ください！
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す
い
と
う
ろ

す
い
と
う
ろ

神在月

2016
かみありづきかみありづき

１
月
25
日
豸　

午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
０
時
30
分
ま
で
開
設

１
月
９
日
貊　

午
後
７
時
ま
で
延
長

役
場
正
面
玄
関
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

法
務
局
（
春
日
井
市
）

で
滅
失
登
記
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

役
場
税
務
課
で
取
り
壊

し
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
・
印
か
ん
・
標

識
交
付
証
明
書
を
持
参
し
、
役
場
税
務

課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

印
か
ん
・
販
売
証
明
書
ま
た
は
譲
渡

証
明
書
を
持
参
し
、
15
日
以
内
に
役
場

譁
譌
譏
譎
證
譖
譛
譚
譫
譟

譬
譯
譴
譽
讀
讌
讎
讒
讓
讖
讙
讚
谺
豁
谿
豈

豌
豎
豐
豕
豢
豬
豸
豺
貂
貉
貅
貊
貍

軈
軋
軛
軣
軼
軻
軫
軾
輊
輅
輕
輒

蘂
薑
薊
薨
蕭
薔
薐
藉
薺
藏
薹
藐
藕
藝
藥
藜
蠅
螢
螟
螂
螯

蟋
螽
蟀
蟐
雖
螫

蠢
蠡
蠱
蠶
蠹
蠧
蠻
衄
衂
衒
衙
衞
衢
衫
袁
衾
袞

衵
衽
袵
衲
袂
袗
袒
袮
袙
袢
袍
袤
袰
袿
袱
裃

裄
裔
裘
裙
裝
裹
褂
裼
裴
裨
裲
褄
褌
褊
褓
襃

褞
褥
褪
褫
襁

譁
譌
譏
譎
證
譖
譛
譚
譫
譟

譬
譯
譴
譽
讀
讌
讎
讒
讓
讖
讙
讚
谺
豁
谿
豈

豌
豎
豐
豕
豢
豬
豸
豺
貂
貉
貅
貊
貍

軈
軋
軛
軣
軼
軻
軫
軾
輊
輅
輕
輒

蘂
薑
薊
薨
蕭
薔
薐
藉
薺
藏
薹
藐
藕
藝
藥
藜
蠅
螢
螟
螂
螯

蟋
螽
蟀
蟐
雖
螫

蠢
蠡
蠱
蠶
蠹
蠧
蠻
衄
衂
衒
衙
衞
衢
衫
袁
衾
袞

衵
衽
袵
衲
袂
袗
袒
袮
袙
袢
袍
袤
袰
袿
袱
裃

裄
裔
裘
裙
裝
裹
褂
裼
裴
裨
裲
褄
褌
褊
褓
襃

褞
褥
褪
褫
襁

豺

　

昨
年
８
月
29
日
、「
松
江
開
府
の
祖
」
堀

尾
吉
晴
公
（
大
口
町
出
身
の
武
将
）
の
ご

縁
で
、
大
口
町
と
姉
妹
都
市
提
携
を
締
結

し
た
島
根
県
松
江
市
。

　

月
が
き
れ
い
な
10
月
は
、
全
国
の
神
様

が
出
雲
大
社
（
島
根
県
出
雲
市
）
に
集
ま

る
と
い
わ
れ
て
い
る
た
め
、
世
間
一
般
で

は
、「
神
無
月
（
か
ん
な
づ
き
）」
と
い
い

ま
す
が
、
島
根
県
で
は
「
神
在
月
（
か
み

あ
り
づ
き
）」
と
い
い
ま
す
。

　

こ
の
神
在
月
に
松
江

市
で
は
、
松
江
城
・
そ

の
周
辺
で
「
松
江
水
燈

路
」（
10
月
１
日
か
ら
31

日　

土
・
日
・
祝
が
メ

イ
ン
開
催
日　

今
年
で

13
回
目
）、
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

今
年
は
大
口
町
も
参

加
。
広
報
８
月
号
で
出

品
作
品
を
募
集
し
た
と

こ
ろ
、
初
め
て
の
取
り

組
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
５
２
９
枚
の
作

品
が
集
ま
り
ま
し
た
。
作
品
の
和
紙
は
、

地
元
の
福
祉
施
設
の
皆
さ
ん
の
手
に
よ
り
、

１
週
間
か
け
て
行
灯
の
木
枠
に
４
枚
1
組

で
貼
り
付
け
ら
れ
ま
す
。

　

大
口
町
の
行
灯
１
３
３
基
は
、
武
家
屋

敷
の
前
に
ひ
ろ
が
る
通
り
「
塩
見
縄
手
」

に
並
べ
ら
れ
、
日
没
と
同
時
に
ロ
ウ
ソ
ク

の
炎
を
点
灯
。
松
江
城
二
ノ
丸
に
は
、
一

般
参
加
の
行
灯
の
他
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
部

10

月
の
こ
と
を
神
無
月
と
言
い
ま
す
が
、
島
根

県
で
は
「
神
在
月
」
と
言
い
ま
す
。
全
国
の
神

様
が
島
根
県
の
出
雲
大
社
に
集
ま
っ
て
い
る
か

らキ
ャ
ン
ド
ル
の
炎
が
灯
さ
れ
光
と
影
が
織
り
な

す
幻
想
的
な
風
景
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

門
の
行
灯
も
並
び
ま
し
た
。
大
口
町
か
ら

は
遊
字
ア
ー
ト
作
家
の
吉
田
美
穂
さ
ん
の

作
品
が
出
品
さ
れ
、
他
の
作
品
と
と
も
に

多
く
の
観
客
の
目
を
引
い
て
い
ま
し
た
。

　

国
宝
・
松
江
城
天
守
が
鮮
や
か
に
浮
か

び
上
が
り
、
光
と
影
が
織
り
な
す
幻
想
的

な
風
景
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
繋
が
る
ご
縁
。
大

口
町
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
、
イ
ベ
ン

ト
を
き
っ
か
け
に
姉
妹
都
市
で
あ
る
松
江

市
の
歴
史
や
文
化
、
生
活
に
思
い
を
馳
せ
、

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
け
た
ら
い
い

な
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
（
松
江
水
燈
路
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
参
加
者
）

塩見縄手

松江城  二ノ丸

こ
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
、

今
後
も
お
互
い
の
歴
史
や
文

化
へ
の
理
解
を
深
め
た
い
と

の
想
い
を
深
く
し
ま
し
た
。

の
繋
が
り
が
末
永
く
続
い
て

欲
し
い
で
す
！

▲吉田美穂さんの作品（下段中央）

し
お
み
な
わ
て
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25年度税　目 26年度 27年度町税決算額の推移
12億9,147万円

9億5,295万円

26億1,236万円

2億3,187万円

50億8,865万円

12億9,252万円

12億6,286万円

27億5,943万円

2億3,118万円

55億4,599万円

13億4,716万円

13億3,202万円

27億7,328万円

2億3,668万円

56億8,914万円

個人町民税
法人町民税
固定資産税
その他
合　計

町税決算額、基金、地方債（借入額）現在高の推移
　一般会計では、町税収入は前年度に比べて1億
4,315万円の増加となっていることから、景気は回復
傾向にあるといえます。
　また基金では、明日のまちづくり基金や財政調整基
金への積立により、全体では4億2,224万円の増額と
なっています。
　そして、地方債現在高は、一般会計と公共下水道事
業特別会計で合わせて、前年度に比べて9,502万円減
少し、64億5,598万円となっています。

会　計 歳入決算額 歳出決算額 差引額

一般会計

合　計

特別会計
国際交流事業
国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険
公共下水道事業
農業集落家庭排水事業
土地取得
社本育英事業

会計別歳入歳出決算額

89億5,263万円

45億2,743万円

600万円

24億2,135万円

2億2,860万円

10億2,451万円

7億5,866万円

3,208万円

4,746万円

877万円

134億8,006万円

83億712万円

44億9,795万円

600万円

24億1,390万円

2億2,677万円

10億1,238万円

7億5,866万円

3,208万円

4,746万円

70万円

128億507万円

6億4,551万円

2,948万円

0円

745万円

183万円

1,213万円

0円

0円

0円

807万円

6億7,499万円

25年度会　計 26年度 27年度

28億1,250万円

40億107万円

68億1,357万円

27億4,938万円

38億162万円

65億5,100万円

28億5,333万円

36億265万円

64億5,598万円

一般会計
公共下水道事業特別会計
合　計

※一般会計の差引額には、平成28年度へ繰り越した事業の財源（1億4,156万円）が含まれています。

25年度基金名 26年度 27年度基金現在高の推移
財政調整基金
ふるさとづくり基金
学校施設整備事業基金
明日のまちづくり基金
その他の基金
合　計

23億4,083万円

5,503万円

1億8,033万円

4億5,635万円

8億7,151万円

39億405万円

23億5,754万円

5,451万円

5,734万円

5億2,628万円

9億481万円

39億48万円

24億5,927万円

5,212万円

5,737万円

7億8,779万円

9億6,617万円

43億2,272万円

　平成27年度決算額は、一般会計と特別会計を合わせて、
歳入が134億8,006万円、歳出が128億507万円となりま
した。会計毎の歳入歳出決算額は、次の表のとおりです。

平成27年度 決算状況

地方債

◆
平成27年度の

について報告します
決算状況

平成27年度の

について報告します
決算状況

平成27年度の

について報告します
決算状況
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歳出決算額

1億4,119万円

14億3,232万円

31億2,360万円

7億826万円

419万円

1億1,348万円

2億4,648万円

9億4,367万円

4億5,825万円

8億8,070万円

2億3,704万円

1,794万円

83億712万円

1億3,908万円

12億9,703万円

24億8,705万円

6億7,498万円

417万円

1億1,763万円

1億1,556万円

8億6,976万円

4億2,557万円

19億1,810万円

2億3,756万円

0円

82億8,649万円

211万円

1億3,529万円

6億3,655万円

3,328万円

2万円

▲ 415万円

1億3,092万円

7,391万円

3,268万円

▲ 10億3,740万円

▲ 52万円

1,794万円

2,063万円

1.5％

10.4％

25.6％

4.9％

0.5％

▲ 3.5％

113.3％

8.5％

7.7％

▲ 54.1％

▲ 0.2％

皆増

0.2％

科　目 27年度 26年度 増減額 増減率

町税

各種交付金等

地方交付税

国庫支出金

繰入金

諸収入等

法人町民税の増加

株式等譲渡所得割交付金の増加

特別交付税の減少

地域の元気臨時交付金による増加

学校施設整備事業基金繰入金の減少

繰越金の増加

1億4,798万円

2,987万円

▲ 2,332万円

4,783万円

▲ 2億9,000万円

1億5,953万円

主な要因（増減率が大きい科目）

総務費

商工費

消防費

教育費

さつきケ丘防災センター建設工事実施による増加

総合住民情報システム再構築委託による増加

新設した電算機器整備基金への積立による増加

町内企業再投資促進補助金による増加

防災行政用無線戸別受信機購入による増加

南小学校（プールおよび外溝）工事完了による減少

8,994万円

5,198万円

4,000万円

2億1,193万円

9,451万円

▲ 3億1,744万円

主な要因（増減率が大きい科目）

歳入構成比歳入構成比
歳出構成比歳出構成比

56億8,914万円

9,013万円

7億2,059万円

3,310万円

2,953万円

1億3,968万円

6億9,804万円

5億6,270万円

1,545万円

6億7,427万円

3億円

89億5,263万円

55億4,599万円

8,623万円

4億9,930万円

3,369万円

1億706万円

5,784万円

7億5,834万円

4億1,568万円

3億4,763万円

5億6,280万円

1億3,000万円

85億4,457万円

1億4,315万円

390万円

2億2,129万円

▲ 59万円

▲ 7,753万円

8,184万円

▲ 6,030万円

1億4,702万円

▲ 3億3,218万円

1億1,147万円

1億7,000万円

4億806万円

2.6％

4.5％

44.3％

▲ 1.8％

▲ 72.4％

141.5％

▲ 8.0％

35.4％

▲ 95.6％

19.8％

130.8％

4.8％

科　目 27年度 26年度 増減額 増減率

歳入決算額

※各項目の単位未満を四捨五入をしているため、計算があわない箇所があります。

平成25年度 決算状況 平成27年度 決算状況平成27年度 決算状況

平成27年度決算の健全化判断比率と資金不足比率
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき財政の健全性に関する比率の「健全化判断比率」および「資
金不足比率」を公表します。
　大口町の平成27年度決算の健全化判断比率と資金不足比率は、下記のとおりすべて基準を下回り、財政健全化法
においては、健全な状況であるといえます。
　今後もこの状況を維持するため引き続き堅実な財政運営に努めていきます。

健全化判断比率等の公表

◎各指標（健全化判断比率と資金不足比率）
公共下水道事業特別会計

大口町の指標 経営健全化基準

健全化判断比率

資金不足比率

用語説明

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

14.31％

19.31％

25％

350％

20％

30％

35％0.7％

大口町の指標 早期健全化基準 財政再生基準

農業集落家庭排水事業特別会計

20％

20％

実質赤字比率と連結実質赤字比率については、一般会計等、公営企業会計ともに赤字ではなかったために「－」
となっています。
将来負担比率は、将来負担しなければならない実質的な負債額が、収入が見込める額と貯蓄額よりも少ないため、
「－」となっています。

各会計とも資金不足額がないために「－」となっています。

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき財政の健全性
に関する比率の「健全化判断比率」及び「資金不足比率」を公表します。

地方公共団体の財政の健全化に関する法律（財政健全化法）
　財政健全化法は、従来の市町村財政の健全性を確保するためにあった
「財政再建法（地方財政再建促進特別措置法）」の問題点を解決するため、
平成19年6月に公布された法律です。この法律によって「健全化判断比率」
と「資金不足比率」の各指標を前年度決算から算定することになりまし
た。この法律は、「自治体財政の早期健全化および財政の再生並びに公
営企業の経営の健全化」を目的としており、以下の特徴を持っています。

　以上のように、毎年、前年度の決算をもとに算定した市町村全体の将
来的な負担を含めた財政状況を把握し数値を公表することで、財政破綻
する前に自主的な改善努力を行い財政の健全化を図れるように制度化さ
れました。また、各指標がひとつでも上記①の基準以上となった場合は、
財政健全化計画または財政再生計画（資金不足比率を上回った場合は、
経営健全化計画）を定めることが義務付けられています。

この法律により算定することとなった健全化判断比率には、悪化した
財政状況を早期に健全化するため、イエローカードである「早期健全
化基準」とレッドカードである「財政再生基準」という目安を設けて
います。また、公営企業会計（※1）については、資金不足比率に対し
て「経営健全化基準」を設けています。
実質赤字（※2）の表示だけでなく、負債（借金）などの将来的な負担
についても考慮しています。
一般会計等（※3）だけでなく、公営企業会計、土地開発公社、第三セ
クターなども含めた市町村全体の財政状況を対象としています。
数値の計算方法の適正化や情報の開示を徹底するため、監査委員の審
査を受けた後、議会へ報告し、住民の方々に公表することになってい
ます。

①

②

③

④

　　　　　　一般会計等を対象とした実質
赤字額の標準財政規模（※4）に対する比率
　　　　　　　　全会計を対象とした実質
赤字額の標準財政規模に対する比率
　　　　　　　一般会計等が負担する元利
償還金額（※5）および準元利償還金額（※
6）の標準財政規模に対する比率
　　　　　　一般会計等が将来負担すべき
実質的な負債額（公営企業会計および一部
事務組合等（※7））の標準財政規模に対す
る比率（負債額が年収の何年分に相当する
かを示した割合）
　　　　　　公営企業会計ごとの資金不足
額の事業規模に対する比率

実質赤字比率…

連結実質赤字比率…

実質公債費比率…

将来負担比率…

資金不足比率…

福祉、教育、まちづくりなどをおこなう一般会計などの赤字の程
度を指標化し財政運営の深刻度を示すもの

すべての会計の赤字や黒字を合算し、町全体としての赤字の程度
を指標化し、町全体としての運営の深刻度を示すもの

借入金の返済額やこれに準ずる額の大きさを指標化し、資金繰り
の危険度を示すもの

一般会計の借入金残高だけでなく、将来支払っていく可能性のあ
る負担などの現時点での残高の度合を指標化し、将来財政を圧迫
する可能性が高いかどうかを示すもの

公営企業の資金不足を公営企業の事業規模である料金収入の規模
と比較して指標化し、経営状況の深刻度を示すもの

実質赤字比率……

連結実質赤字比率

実質公債費比率…

将来負担比率……

資金不足比率……

町債  0.0％

諸収入等　10.2％

繰入金　0.7％

県支出金　4.2％

使用料および手数料  0.8％

分担金および負担金  1.4％

地方交付税  0.5％

国庫支出金 7.4％

各種交付金等  6.4％

地方譲与税  1.2％

町税
67.2％

土木費
10.9％

衛生費
9.0％

労働費　0.1％

農業費　1.4％

商工費　4.2％

消防費　7.7％

公債費  3.3％ 議会費  1.9％

民生費
31.1％

総務費
19.3％

教育費
11.1％

※

※

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

公 債 費

諸 支 出 金

合 計

町 税

地 方 譲 与 税

各 種 交 付 金 等

地 方 交 付 税

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

繰 入 金

諸 収 入 等

町 債

合 計
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歳出決算額

1億4,119万円

14億3,232万円

31億2,360万円

7億826万円

419万円

1億1,348万円

2億4,648万円

9億4,367万円

4億5,825万円

8億8,070万円

2億3,704万円

1,794万円

83億712万円

1億3,908万円

12億9,703万円

24億8,705万円

6億7,498万円

417万円

1億1,763万円

1億1,556万円

8億6,976万円

4億2,557万円

19億1,810万円

2億3,756万円

0円

82億8,649万円

211万円

1億3,529万円

6億3,655万円

3,328万円

2万円

▲ 415万円

1億3,092万円

7,391万円

3,268万円

▲ 10億3,740万円

▲ 52万円

1,794万円

2,063万円

1.5％

10.4％

25.6％

4.9％

0.5％

▲ 3.5％

113.3％

8.5％

7.7％

▲ 54.1％

▲ 0.2％

皆増

0.2％

科　目 27年度 26年度 増減額 増減率

町税

各種交付金等

地方交付税

国庫支出金

繰入金

諸収入等

法人町民税の増加

株式等譲渡所得割交付金の増加

特別交付税の減少

地域の元気臨時交付金による増加

学校施設整備事業基金繰入金の減少

繰越金の増加

1億4,798万円

2,987万円

▲ 2,332万円

4,783万円

▲ 2億9,000万円

1億5,953万円

主な要因（増減率が大きい科目）

総務費

商工費

消防費

教育費

さつきケ丘防災センター建設工事実施による増加

総合住民情報システム再構築委託による増加

新設した電算機器整備基金への積立による増加

町内企業再投資促進補助金による増加

防災行政用無線戸別受信機購入による増加

南小学校（プールおよび外溝）工事完了による減少

8,994万円

5,198万円

4,000万円

2億1,193万円

9,451万円

▲ 3億1,744万円

主な要因（増減率が大きい科目）

歳入構成比歳入構成比
歳出構成比歳出構成比

56億8,914万円

9,013万円

7億2,059万円

3,310万円

2,953万円

1億3,968万円

6億9,804万円

5億6,270万円

1,545万円

6億7,427万円

3億円

89億5,263万円

55億4,599万円

8,623万円

4億9,930万円

3,369万円

1億706万円

5,784万円

7億5,834万円

4億1,568万円

3億4,763万円

5億6,280万円

1億3,000万円

85億4,457万円

1億4,315万円

390万円

2億2,129万円

▲ 59万円

▲ 7,753万円

8,184万円

▲ 6,030万円

1億4,702万円

▲ 3億3,218万円

1億1,147万円

1億7,000万円

4億806万円

2.6％

4.5％

44.3％

▲ 1.8％

▲ 72.4％

141.5％

▲ 8.0％

35.4％

▲ 95.6％

19.8％

130.8％

4.8％

科　目 27年度 26年度 増減額 増減率

歳入決算額

※各項目の単位未満を四捨五入をしているため、計算があわない箇所があります。

平成25年度 決算状況 平成27年度 決算状況平成27年度 決算状況

平成27年度決算の健全化判断比率と資金不足比率
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき財政の健全性に関する比率の「健全化判断比率」および「資
金不足比率」を公表します。
　大口町の平成27年度決算の健全化判断比率と資金不足比率は、下記のとおりすべて基準を下回り、財政健全化法
においては、健全な状況であるといえます。
　今後もこの状況を維持するため引き続き堅実な財政運営に努めていきます。

健全化判断比率等の公表

◎各指標（健全化判断比率と資金不足比率）
公共下水道事業特別会計

大口町の指標 経営健全化基準

健全化判断比率

資金不足比率

用語説明

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

14.31％

19.31％

25％

350％

20％

30％

35％0.7％

大口町の指標 早期健全化基準 財政再生基準

農業集落家庭排水事業特別会計

20％

20％

実質赤字比率と連結実質赤字比率については、一般会計等、公営企業会計ともに赤字ではなかったために「－」
となっています。
将来負担比率は、将来負担しなければならない実質的な負債額が、収入が見込める額と貯蓄額よりも少ないため、
「－」となっています。

各会計とも資金不足額がないために「－」となっています。

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき財政の健全性
に関する比率の「健全化判断比率」及び「資金不足比率」を公表します。

地方公共団体の財政の健全化に関する法律（財政健全化法）
　財政健全化法は、従来の市町村財政の健全性を確保するためにあった
「財政再建法（地方財政再建促進特別措置法）」の問題点を解決するため、
平成19年6月に公布された法律です。この法律によって「健全化判断比率」
と「資金不足比率」の各指標を前年度決算から算定することになりまし
た。この法律は、「自治体財政の早期健全化および財政の再生並びに公
営企業の経営の健全化」を目的としており、以下の特徴を持っています。

　以上のように、毎年、前年度の決算をもとに算定した市町村全体の将
来的な負担を含めた財政状況を把握し数値を公表することで、財政破綻
する前に自主的な改善努力を行い財政の健全化を図れるように制度化さ
れました。また、各指標がひとつでも上記①の基準以上となった場合は、
財政健全化計画または財政再生計画（資金不足比率を上回った場合は、
経営健全化計画）を定めることが義務付けられています。

この法律により算定することとなった健全化判断比率には、悪化した
財政状況を早期に健全化するため、イエローカードである「早期健全
化基準」とレッドカードである「財政再生基準」という目安を設けて
います。また、公営企業会計（※1）については、資金不足比率に対し
て「経営健全化基準」を設けています。
実質赤字（※2）の表示だけでなく、負債（借金）などの将来的な負担
についても考慮しています。
一般会計等（※3）だけでなく、公営企業会計、土地開発公社、第三セ
クターなども含めた市町村全体の財政状況を対象としています。
数値の計算方法の適正化や情報の開示を徹底するため、監査委員の審
査を受けた後、議会へ報告し、住民の方々に公表することになってい
ます。

①

②

③

④

　　　　　　一般会計等を対象とした実質
赤字額の標準財政規模（※4）に対する比率
　　　　　　　　全会計を対象とした実質
赤字額の標準財政規模に対する比率
　　　　　　　一般会計等が負担する元利
償還金額（※5）および準元利償還金額（※
6）の標準財政規模に対する比率
　　　　　　一般会計等が将来負担すべき
実質的な負債額（公営企業会計および一部
事務組合等（※7））の標準財政規模に対す
る比率（負債額が年収の何年分に相当する
かを示した割合）
　　　　　　公営企業会計ごとの資金不足
額の事業規模に対する比率

実質赤字比率…

連結実質赤字比率…

実質公債費比率…

将来負担比率…

資金不足比率…

福祉、教育、まちづくりなどをおこなう一般会計などの赤字の程
度を指標化し財政運営の深刻度を示すもの

すべての会計の赤字や黒字を合算し、町全体としての赤字の程度
を指標化し、町全体としての運営の深刻度を示すもの

借入金の返済額やこれに準ずる額の大きさを指標化し、資金繰り
の危険度を示すもの

一般会計の借入金残高だけでなく、将来支払っていく可能性のあ
る負担などの現時点での残高の度合を指標化し、将来財政を圧迫
する可能性が高いかどうかを示すもの

公営企業の資金不足を公営企業の事業規模である料金収入の規模
と比較して指標化し、経営状況の深刻度を示すもの

実質赤字比率……

連結実質赤字比率

実質公債費比率…

将来負担比率……

資金不足比率……

町債  0.0％

諸収入等　10.2％

繰入金　0.7％

県支出金　4.2％

使用料および手数料  0.8％

分担金および負担金  1.4％

地方交付税  0.5％

国庫支出金 7.4％

各種交付金等  6.4％

地方譲与税  1.2％

町税
67.2％

土木費
10.9％

衛生費
9.0％

労働費　0.1％

農業費　1.4％

商工費　4.2％

消防費　7.7％

公債費  3.3％ 議会費  1.9％

民生費
31.1％

総務費
19.3％

教育費
11.1％

※

※

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

公 債 費

諸 支 出 金

合 計

町 税

地 方 譲 与 税

各 種 交 付 金 等

地 方 交 付 税

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

繰 入 金

諸 収 入 等

町 債

合 計

問合せ先　
　政策推進課　
　蘂 95-1617
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職員数
平成27年4月1日現在

平成27年4月2日から
平成28年3月31日までの増減 平成28年4月1日

職員採用人数
（常勤再任用職員を含む）

職員数
平成28年4月1日現在

採用
退職

定年 勧奨 普通

171人 0人 10人 0人 0人 8人 169人

職員数の状況（平成27年4月1日から平成28年4月1日まで）

人件費の状況（平成27年度決算）普通会計

年度 住民基本台帳人口
（平成27年度末）

歳出総額
Ａ

人件費
Ｂ

人件費率
Ｂ／Ａ

平成26年度
人件費

平成27年度 23,470人 83億5,760万円 14億3,325万円 17.1％ 14億2,510万円

※普通会計とは、一般会計、土地取得特別会計、国際交流事業特別会計、社本育英事業特別会計をいいます。

職員の平均年齢、平均給料月額、平均給与月額
一般行政職（平成28年4月1日現在）

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

大口町 42.8歳 317,600円 382,900円

国 43.6歳 331,816円 410,984円

職員の経験年数別平均給料月額（平成28年4月1日現在）

区分 経験年数10年
以上15年未満

経験年数15年
以上20年未満

経験年数20年
以上25年未満

大学卒
一般
行政職

大口町 270,800円 301,700円 351,200円

国 286,589円 331,513円 374,622円

職員の初任給の状況（平成28年4月1日現在）
区分 大口町 国

一般行政職
大学卒 176,700円 176,700円

高校卒 149,000円 144,600円

技能労務職（平均） 133,600円 ―

※

一般職の級別職員数の状況（平成28年4月1日現在）

区分 役職名 職員数 平均年齢 構成比

1級 主事補 21人 26.0歳 12.7％

2級 主事 20人 30.9歳 12.0％

3級 主任 37人 39.4歳 22.3％

4級 主査 38人 45.6歳

5級 課長補佐 27人 50.2歳 16.3％

6級 課長・主幹・専門員 16人 55.0歳 9.6％

7級 部長・参事 7人 56.5歳 4.2％

合計 166人 42.1歳 100％

※一般職とは、技能労務職（3人）以外の職員をいいます。
※6級以上の職員は管理職の地位にあり、それぞれ管理職手当が支給
　されます（専門員は除きます）。

職員研修の状況（平成27年度）
　公務の効率化、効果的運用を目指し、職員の資質向上、能力の開発
を図るため、各種研修に参加ならびに研修を実施しました。

研修名 代表的な研修内容 のべ受講
者数

愛知県研修セン
ター実施研修

部長研修、課長研修、地方自治法研修、
地方税研修、法制執務研修 30人

近隣市町合同
開催研修 25人

派遣研修等 自治大学校、市町村アカデミー
国際文化アカデミー 1人

合計 56人

区分 支給月額等

給料
月額

町長
副町長

885,000円
708,000円

報酬
月額

議長
副議長
議員

389,000円
321,000円
292,000円

期末
手当

町長
副町長

平成27年度 年間支給割合
給料月額×3.15月分×1.45（役職加算）

議長
副議長
議員

平成27年度 年間支給割合
報酬月額×3.15月分×1.45（役職加算）

退職
手当

町長
副町長

（算定方式） （支給時期）
885,000円×在職月数×0.392　　任期毎
708,000円×在職月数×0.235　　任期毎

特別職の報酬等の状況（平成28年4月1日現在）

町職員の給与、定員管理等の状況

22.9％

一般職員階層別研修、法制執務研修、
接遇研修

※一般行政職とは、国の算定基準に合わせるため技能労務職や保育
士など専門的な職種を除いた職員（119人）をいいます。

技能労務職とは、主に調理員や用務員として採用された職員をい
います。技能労務職の初任給は、取得している技術や経験等によ
り決定されます。

職員手当支給の状況
●期末手当・勤勉手当

支給実績（平成27年度決算） 2億5,668万円

支給職員1人当たり平均支給年額 145万円／年
平成27年度
年間支給割合

期末手当 2.60月分
勤勉手当 1.6月分

役職による加算措置の状況 主査以上の役職に
応じて5～20％の加算措置あり

●扶養手当

支給実績（平成27年度決算） 1,624万円
支給職員1人当たり平均支給月額 18,600円／月

●住居手当

支給実績（平成27年度決算） 510万円
支給職員1人当たり平均支給月額 25,500円／月

●通勤手当

支給実績（平成27年度決算） 488万円
支給職員1人当たり平均支給月額 3,500円／月

支給実績（平成27年度決算） 136万円
支給職員1人当たり平均支給月額 3,800円／月

支給実績（平成27年度決算） 1,601万円
支給職員1人当たり平均支給月額 55,500円／月

支給実績（平成27年度決算） 4,347万円
支給職員1人当たり平均支給月額 30,000円／月

●特殊勤務手当（保育手当）

●管理職手当

●時間外勤務手当

支給実績（平成27年度決算） 2,039万円
支給職員1人当たり平均支給月額 9,900円／月

●地域手当
●退職手当
職員が退職することにより支給される手当です。

退
職
手
当

退職
区分

勤続
年数 平均給料月額 支給率 平均

支給額

自己
都合

25年 383,300円 29.145月分 1,117万円
35年 392,300円 41.325月分 1,621万円

勧奨・
定年

25年 383,300円 34.5825月分 1,325万円

35年 392,300円 49.59月分
（上限） 1,945万円

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置

勤務時間の状況（平成28年4月1日現在）
正規の勤務時間 開始時刻 終了時刻 休憩時間
7時間45分 8:30 17:15 12:00～13:00

休暇の種類（平成28年4月1日現在）
区分 付与日数

病気休暇 やむを得ないと
認められる期間

選挙権行使 必要と認めら
れる期間

骨髄移植 必要と認めら
れる期間

結婚 5日

育児時間 30分／日2回

子の看護 5日
忌引 1～7日

夏季休暇 5日

区分 付与日数

年次有給休暇 20日

介護休暇 6か月のうち必要
と認められる期間

証人等出頭 必要と認めら
れる期間

ボランティア 5日

出産 産前8週間
産後8週間

生理 2日
妻の出産補助 2日
父母の祭日 1日
住居滅失 7日

育児休業取得者数（平成27年度中に育児休業を取得した職員数）
区分 男性 女性 計

育児休業取得者数 0人 8人 8人

　

職員に支給される給与の種類やその額は、法律の定めに基づく町の条例や規則により具体的に定められていま
す。大口町職員の給与や定員管理の状況など、人事行政の全般について町民の皆さんに、より一層理解を深め
ていただき、人事行政の透明性を高めていくため、そのあらましをお知らせします。

期末手当とは、民間における賞与に相当する手当です。勤勉手当
とは、職員の勤務成績に応じて支給される手当です。

通勤距離（片道2km以上）や通勤に利用する交通機関に応じて支
給される手当です。

職員の職務の特殊性に応じて支給される手当で、大口町では保育
園で勤務する保育士に対して支給されます。

管理職の地位にある職員に対し、その職務の責任や特殊性に基づ
き支給される手当です。

正規の勤務時間を超えて勤務することを命じられた場合、その勤
務時間に応じて支給される手当です。

地域手当とは、民間における地域間格差の事情等に応じて支給さ
れる手当です。

職員給与・定員管理の状況の詳細については、町ホ
ームページに掲載しています。
http://www.town.oguchi.aichi.jp/2544.htm
県内市町村の状況については、愛知県ホームページ
をご覧ください。
http://www.pref.aichi.jp/shichoson/koumuin/kyuuy-
okouhyou.html
問合せ先　役場　政策推進課　蘂95-1617　　

扶養親族のある職員に対して、生計費の負担軽減を図るために支
給される手当です。

職員が居住するために住宅を借り受けている場合、その家賃等に
応じて支給される手当です。

窓口延長、延長保育に対応するため、一部変則勤務体制を実施し
ています。

※

愛北広域事務組合、江南丹羽環境管理組合にお
ける「人事行政の運営等の状況」については、
地方公務員法第58条の2の規定に基づき、それ
ぞれの組合のホームページで公表しています。
（町のホームページからもリンクしています）
◆愛北広域事務組合　蘂37-0840
　http://www.aihoku-kouiki.jp/
◆江南丹羽環境管理組合　蘂95-3200
　http://www.konanniwa-seisou.jp/　

譁
譌
譏
譎
證
譖
譛
譚
譫
譟

譬
譯
譴
譽
讀
讌
讎
讒
讓
讖
讙
讚
谺
豁
谿
豈

豌
豎
豐
豕
豢
豬
豸
豺
貂
貉
貅
貊
貍

軈
軋
軛
軣
軼
軻
軫
軾
輊
輅
輕
輒

蘂
薑
薊
薨
蕭
薔
薐
藉
薺
藏
薹
藐
藕
藝
藥
藜
蠅
螢
螟
螂
螯

蟋
螽
蟀
蟐
雖
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蠶
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衄
衂
衒
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衞
衢
衫
袁
衾
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衵
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裃
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褌
褊
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褥
褪
褫
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袞
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襃
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職員数
平成27年4月1日現在

平成27年4月2日から
平成28年3月31日までの増減 平成28年4月1日

職員採用人数
（常勤再任用職員を含む）

職員数
平成28年4月1日現在

採用
退職

定年 勧奨 普通

171人 0人 10人 0人 0人 8人 169人

職員数の状況（平成27年4月1日から平成28年4月1日まで）

人件費の状況（平成27年度決算）普通会計

年度 住民基本台帳人口
（平成27年度末）

歳出総額
Ａ

人件費
Ｂ

人件費率
Ｂ／Ａ

平成26年度
人件費

平成27年度 23,470人 83億5,760万円 14億3,325万円 17.1％ 14億2,510万円

※普通会計とは、一般会計、土地取得特別会計、国際交流事業特別会計、社本育英事業特別会計をいいます。

職員の平均年齢、平均給料月額、平均給与月額
一般行政職（平成28年4月1日現在）

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

大口町 42.8歳 317,600円 382,900円

国 43.6歳 331,816円 410,984円

職員の経験年数別平均給料月額（平成28年4月1日現在）

区分 経験年数10年
以上15年未満

経験年数15年
以上20年未満

経験年数20年
以上25年未満

大学卒
一般
行政職

大口町 270,800円 301,700円 351,200円

国 286,589円 331,513円 374,622円

職員の初任給の状況（平成28年4月1日現在）
区分 大口町 国

一般行政職
大学卒 176,700円 176,700円

高校卒 149,000円 144,600円

技能労務職（平均） 133,600円 ―

※

一般職の級別職員数の状況（平成28年4月1日現在）

区分 役職名 職員数 平均年齢 構成比

1級 主事補 21人 26.0歳 12.7％

2級 主事 20人 30.9歳 12.0％

3級 主任 37人 39.4歳 22.3％

4級 主査 38人 45.6歳

5級 課長補佐 27人 50.2歳 16.3％

6級 課長・主幹・専門員 16人 55.0歳 9.6％

7級 部長・参事 7人 56.5歳 4.2％

合計 166人 42.1歳 100％

※一般職とは、技能労務職（3人）以外の職員をいいます。
※6級以上の職員は管理職の地位にあり、それぞれ管理職手当が支給
　されます（専門員は除きます）。

職員研修の状況（平成27年度）
　公務の効率化、効果的運用を目指し、職員の資質向上、能力の開発
を図るため、各種研修に参加ならびに研修を実施しました。

研修名 代表的な研修内容 のべ受講
者数

愛知県研修セン
ター実施研修

部長研修、課長研修、地方自治法研修、
地方税研修、法制執務研修 30人

近隣市町合同
開催研修 25人

派遣研修等 自治大学校、市町村アカデミー
国際文化アカデミー 1人

合計 56人

区分 支給月額等

給料
月額

町長
副町長

885,000円
708,000円

報酬
月額

議長
副議長
議員

389,000円
321,000円
292,000円

期末
手当

町長
副町長

平成27年度 年間支給割合
給料月額×3.15月分×1.45（役職加算）

議長
副議長
議員

平成27年度 年間支給割合
報酬月額×3.15月分×1.45（役職加算）

退職
手当

町長
副町長

（算定方式） （支給時期）
885,000円×在職月数×0.392　　任期毎
708,000円×在職月数×0.235　　任期毎

特別職の報酬等の状況（平成28年4月1日現在）

町職員の給与、定員管理等の状況

22.9％

一般職員階層別研修、法制執務研修、
接遇研修

※一般行政職とは、国の算定基準に合わせるため技能労務職や保育
士など専門的な職種を除いた職員（119人）をいいます。

技能労務職とは、主に調理員や用務員として採用された職員をい
います。技能労務職の初任給は、取得している技術や経験等によ
り決定されます。

職員手当支給の状況
●期末手当・勤勉手当

支給実績（平成27年度決算） 2億5,668万円

支給職員1人当たり平均支給年額 145万円／年
平成27年度
年間支給割合

期末手当 2.60月分
勤勉手当 1.6月分

役職による加算措置の状況 主査以上の役職に
応じて5～20％の加算措置あり

●扶養手当

支給実績（平成27年度決算） 1,624万円
支給職員1人当たり平均支給月額 18,600円／月

●住居手当

支給実績（平成27年度決算） 510万円
支給職員1人当たり平均支給月額 25,500円／月

●通勤手当

支給実績（平成27年度決算） 488万円
支給職員1人当たり平均支給月額 3,500円／月

支給実績（平成27年度決算） 136万円
支給職員1人当たり平均支給月額 3,800円／月

支給実績（平成27年度決算） 1,601万円
支給職員1人当たり平均支給月額 55,500円／月

支給実績（平成27年度決算） 4,347万円
支給職員1人当たり平均支給月額 30,000円／月

●特殊勤務手当（保育手当）

●管理職手当

●時間外勤務手当

支給実績（平成27年度決算） 2,039万円
支給職員1人当たり平均支給月額 9,900円／月

●地域手当
●退職手当
職員が退職することにより支給される手当です。

退
職
手
当

退職
区分

勤続
年数 平均給料月額 支給率 平均

支給額

自己
都合

25年 383,300円 29.145月分 1,117万円
35年 392,300円 41.325月分 1,621万円

勧奨・
定年

25年 383,300円 34.5825月分 1,325万円

35年 392,300円 49.59月分
（上限） 1,945万円

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置

勤務時間の状況（平成28年4月1日現在）
正規の勤務時間 開始時刻 終了時刻 休憩時間
7時間45分 8:30 17:15 12:00～13:00

休暇の種類（平成28年4月1日現在）
区分 付与日数

病気休暇 やむを得ないと
認められる期間

選挙権行使 必要と認めら
れる期間

骨髄移植 必要と認めら
れる期間

結婚 5日

育児時間 30分／日2回

子の看護 5日
忌引 1～7日

夏季休暇 5日

区分 付与日数

年次有給休暇 20日

介護休暇 6か月のうち必要
と認められる期間

証人等出頭 必要と認めら
れる期間

ボランティア 5日

出産 産前8週間
産後8週間

生理 2日
妻の出産補助 2日
父母の祭日 1日
住居滅失 7日

育児休業取得者数（平成27年度中に育児休業を取得した職員数）
区分 男性 女性 計

育児休業取得者数 0人 8人 8人

　

職員に支給される給与の種類やその額は、法律の定めに基づく町の条例や規則により具体的に定められていま
す。大口町職員の給与や定員管理の状況など、人事行政の全般について町民の皆さんに、より一層理解を深め
ていただき、人事行政の透明性を高めていくため、そのあらましをお知らせします。

期末手当とは、民間における賞与に相当する手当です。勤勉手当
とは、職員の勤務成績に応じて支給される手当です。

通勤距離（片道2km以上）や通勤に利用する交通機関に応じて支
給される手当です。

職員の職務の特殊性に応じて支給される手当で、大口町では保育
園で勤務する保育士に対して支給されます。

管理職の地位にある職員に対し、その職務の責任や特殊性に基づ
き支給される手当です。

正規の勤務時間を超えて勤務することを命じられた場合、その勤
務時間に応じて支給される手当です。

地域手当とは、民間における地域間格差の事情等に応じて支給さ
れる手当です。

職員給与・定員管理の状況の詳細については、町ホ
ームページに掲載しています。
http://www.town.oguchi.aichi.jp/2544.htm
県内市町村の状況については、愛知県ホームページ
をご覧ください。
http://www.pref.aichi.jp/shichoson/koumuin/kyuuy-
okouhyou.html
問合せ先　役場　政策推進課　蘂95-1617　　

扶養親族のある職員に対して、生計費の負担軽減を図るために支
給される手当です。

職員が居住するために住宅を借り受けている場合、その家賃等に
応じて支給される手当です。

窓口延長、延長保育に対応するため、一部変則勤務体制を実施し
ています。

※

愛北広域事務組合、江南丹羽環境管理組合にお
ける「人事行政の運営等の状況」については、
地方公務員法第58条の2の規定に基づき、それ
ぞれの組合のホームページで公表しています。
（町のホームページからもリンクしています）
◆愛北広域事務組合　蘂37-0840
　http://www.aihoku-kouiki.jp/
◆江南丹羽環境管理組合　蘂95-3200
　http://www.konanniwa-seisou.jp/　
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12
月
３
日
貍

か
ら
９
日
貊

は

障
害
者
週
間
で
す

「
障
害
者
週
間
」
は
、
障
が
い
者
に
対
す
る
理
解
と
意

識
を
よ
り
高
め
る
た
め
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
現
在
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
制

度
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
障
が
い

者
の
自
立
と
社
会
参
加
に
対
す
る
理
解
を
深
め
ま

し
ょ
う
。障

が
い
者
手
帳
の
交
付

手
当
の
支
給

外
出
へ
の
サ
ポ
ー
ト

　

障
が
い
の
程
度
や
等
級
に
応
じ
て
町
や

県
、
国
か
ら
各
種
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す

（
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）。

　

タ
ク
シ
ー
等
の
基
本
料
金
を
助
成
し
ま

す
。
助
成
券
は
１
冊
24
枚
綴
り
で
、
必
要

で
あ
れ
ば
年
間
２
冊
ま
で
交
付
し
ま
す

（
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）。

　

障
が
い
者
（
児
）
が
、
各
種
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
各
種
負

担
軽
減
制
度
が
あ
り
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
の

種
類
に
よ
っ
て
負
担
の
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
）。

　

そ
の
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
障
が
い
福

祉
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

大
口
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
い
る
よ
う
に
、
福
祉
制
度
の
利
用
等

に
関
す
る
相
談
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

障
が
い
者
ご
本
人
や
ご
家
族
同
士
の

交
流
、
障
が
い
福
祉
に
関
す
る
情
報
交

換
等
を
お
こ
な
う
３
つ
の
団
体
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

蘂
94
ー

２
２
２
７

医
療
法
人
桜
桂
会　

地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
希
楽
里

蘂
０
５
６
８
ー

63
ー

０
２
２
１

入
会
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
大
口
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
蘂
94
ー

０
０
６
０

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階　

福
祉
こ
ど

も
課　

蘂
94
ー

１
２
２
２

た
だ
し
、
介
護
保
険
施
設
・
社
会
福
祉

施
設
入
所
者
お
よ
び
入
院
中
の
方
は
除

き
ま
す
。

視
覚
、
聴
覚
・
平
衡
、
音
声
・
言
語
、

そ
し
ゃ
く
、
肢
体
不
自
由
、
内
部
障
が

い
の
方
で
、
永
続
す
る
障
が
い
の
方

知
的
障
が
い
者
（
Ａ
判
定
か
ら
Ｃ
判
定
）

精
神
障
が
い
の
た
め
、
日
常
生
活
や
社
会

生
活
に
制
約
の
あ
る
方（
１
級
か
ら
３
級
）

対
象
者

身
体
障
害
者
手
帳

◇療
育
手
帳

◇精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

◇

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
か
ら
３
級
の

方
、
４
級
の
膀
胱
ま
た
は
直
腸
機
能
障

が
い
の
方

療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
・
２

級
の
方

特
定
医
療
費
受
給
者
証
（
指
定
難
病
）

を
お
持
ち
の
方

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
の
方
お

よ
び
療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
方

月
額
５
０
０
０
円

そ
の
他
の
障
が
い
の
方

月
額
４
０
０
０
円

７
・
11
・
３
月
の
25
日
頃
に
振
り
込
ま

れ
ま
す
。

▼
大
口
町
福
祉
手
当
（
町
）

対
象
者

○○○○支
給
金
額

◇◇

※

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
の
方

療
育
手
帳
Ａ
判
定
（
I
Q
35
以
下
）の
方

身
体
障
害
者
手
帳
３
級
と
療
育
手
帳
Ｂ

判
定
（
I
Q
50
以
下
）を
併
せ
て
お
持
ち

の
方

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当

の
対
象
者
お
よ
び
65
歳
以
上
で
手
帳
を

取
得
さ
れ
た
方
は
除
き
ま
す
。

　
　
　
　

障
が
い
の
程
度
に
よ
り
、
２

段
階
に
分
か
れ
ま
す
。

１
種　

月
額
１
万
５
５
０
０
円

２
種　

月
額
６
７
５
０
円

　
　
　

在
宅
で
、
精
神
ま
た
は
身
体
に

著
し
い
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日
常

生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介
護
を
必

要
と
す
る
方

特
別
障
害
者
手
当　

月
額
２
万
６
８
３
０
円

障
害
児
福
祉
手
当　

月
額
１
万
４
６
０
０
円

障
が
い
の
程
度
に
よ
り
、
県
加
算
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　
　
　

身
体
障
が
い
者
、
知
的
障
が
い

者
、
精
神
障
が
い
者
、
障
が
い
児
、
難

病
等
の
方
々

▽
居
宅
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

▽
重
度
訪
問
介
護

▼
愛
知
県
在
宅
重
度
障
害
者
手
当
（
県
）

対
象
者

○○○

※

支
給
金
額

▽▽▼
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当

　
（
国
）

対
象
者

支
給
金
額

◇◇

※

▼
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス

　
　
　

○
下
肢
、
体
幹
、
脳
原
性
運
動

機
能
障
が
い
の
中
の
移
動
機
能
障
が

い
、
視
覚
、
聴
覚
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、

肝
臓
機
能
障
が
い
を
有
す
る
身
体
障
害

者
手
帳
１
級
・
２
級
の
方　

○
療
育
手

帳
Ａ
判
定
の
方　

○
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
１
級
の
方　

○
特
定
医
療
費

受
給
者
証
（
指
定
難
病
）
を
お
持
ち
の

方
　

手
帳
に
割
引
有
効
期
限
を
記
載
し
ま
す
。

　
　
　

▽
本
人
運
転
の
場
合　

全
て
の

身
体
障
が
い
者　

▽
本
人
以
外
が
運
転
の

場
合　

重
度
の
身
体
障
が
い
者
（
第
１

種
）、
重
度
の
知
的
障
が
い
者
（
療
育
Ａ
）

自
動
車
の
名
義
人
は
、
本
人
ま
た
は
本

人
の
親
族
に
限
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

通
常
料
金
の
半
額

対
象
者

▼
有
料
道
路
通
行
料
金
割
引
制
度

対
象
者

※

割
引
料
金
額

対
象
者

介
護
給
付

訓
練
等
給
付

自
立
支
援
医
療

補
装
具

地
域
生
活
支
援
事
業

障
害
児
通
所
支
援

●
障
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
窓
口

●
精
神
障
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
窓
口

●
大
口
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

●
大
口
町
心
身
障
害
児
（
者
）
親
の
会

●
尾
北
精
神
障
害
家
族
会
し
ら
ゆ
り
会

　

大
口
支
部

※

問
合
せ
先

※

12月3日から9日は障害者週間です12月3日から9日は障害者週間です

▽
行
動
援
護

▽
同
行
援
護

▽
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援

▽
短
期
入
所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

▽
療
養
介
護

▽
生
活
介
護

▽
施
設
入
所
支
援
（
障
害
者
支
援
施
設

　

で
の
夜
間
ケ
ア
等
）

▽
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
・
生
活
訓
練
）

▽
就
労
移
行
支
援

▽
就
労
継
続
支
援
（
Ａ
型
、Ｂ
型
）

▽
共
同
生
活
援
助
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

▽
更
生
医
療

▽
精
神
通
院
医
療

▽
育
成
医
療

▽
相
談
支
援
事
業

▽
意
思
疎
通
支
援
事
業

▽
日
常
生
活
用
具
の
給
付

▽
移
動
支
援
事
業

▽
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

▽
成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
事
業　

▽
そ
の
他
事
業
（
日
中
一
時
支
援
、
自

　

動
車
改
造
費
助
成
等
）
等

▽
児
童
発
達
支
援

▽
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等

障
害
者
総
合
支
援
法

お
よ
び
障
害
児
通
所
支
援

聴覚障害者
シンボルマーク

身体障害者標識
（障害者マーク）

障害者のための
国際シンボルマーク

聴覚障害者標識
（マーク）

ハートプラス
マーク

ほじょ犬マーク

オストメイト
マーク

肢体不自由であることを理由に、免許に
条件を付されている方が運転する車に表
示する身体障害者標識です。マークをつ
けた車に割り込み等をおこなった運転者
は、道路交通法の規定で罰せられること
になります。

オストメイト（人工肛門・人工膀胱を使
用している方）のための施設があること
を表し、オストメイト対応トイレの入り
口・案内誘導プレートに表示されています。   

身体障害者補助犬（盲導犬・介助犬・聴
導犬）同伴啓発のためのマークです。補
助犬は体の不自由な方の体の一部となっ
て働いています。このマークや補助犬を
連れている方を見かけた場合は、ご協力
をお願いします。

「身体内部に障がいのある人」を表して
います。身体内部に障がいのある方は外
見から分かりにくいため、さまざまな誤
解を受けることがあります。このマーク
を見かけた場合は、ご配慮をお願いします。

聴覚障がい者が運転する車に表示する標
識（マーク）で、マークをつけた車に幅
寄せや割り込みをおこなった運転者は、
道路交通法の規定で罰せられることにな
ります。このマークの表示は義務付けら
れています。

聴覚障がい者のコミュニケーションの円
滑化を図るため制定されたもので、公的
機関を利用するときは、ラベルを申請書、
預金通帳、診察券などに貼り、胸にはネー
ムプレートをつけます。

国際リハビリテーション協会によって障
がい者が容易に利用できる 建物、施設
であることを明確に示すシンボルマーク
として採択決定されたものです。
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譁
譌
譏
譎
證
譖
譛
譚
譫
譟

譬
譯
譴
譽
讀
讌
讎
讒
讓
讖
讙
讚
谺
豁
谿
豈

豌
豎
豐
豕
豢
豬
豸
豺
貂
貉
貅
貊
貍

軈
軋
軛
軣
軼
軻
軫
軾
輊
輅
輕
輒

蘂
薑
薊
薨
蕭
薔
薐
藉
薺
藏
薹
藐
藕
藝
藥
藜
蠅
螢
螟
螂
螯

蟋
螽
蟀
蟐
雖
螫

蠢
蠡
蠱
蠶
蠹
蠧
蠻
衄
衂
衒
衙
衞
衢
衫
袁
衾
袞

衵
衽
袵
衲
袂
袗
袒
袮
袙
袢
袍
袤
袰
袿
袱
裃

裄
裔
裘
裙
裝
裹
褂
裼
裴
裨
裲
褄
褌
褊
褓
襃

褞
褥
褪
褫
襁

譁
譌
譏
譎
證
譖
譛
譚
譫
譟

譬
譯
譴
譽
讀
讌
讎
讒
讓
讖
讙
讚
谺
豁
谿
豈

豌
豎
豐
豕
豢
豬
豸
豺
貂
貉
貅
貊
貍

軈
軋
軛
軣
軼
軻
軫
軾
輊
輅
輕
輒

　

薑
薊
薨
蕭
薔
薐
藉
薺
藏
薹
藐
藕
藝
藥
藜
蠅
螢
螟
螂
螯

蟋
螽
蟀
蟐
雖
螫

蠢
蠡
蠱
蠶
蠹
蠧
蠻
衄
衂
衒
衙
衞
衢
衫
袁
衾
袞

衵
衽
袵
衲
袂
袗
袒
袮
袙
袢
袍
袤
袰
袿
袱
裃

裄
裔
裘
裙
裝
裹
褂
裼
裴
裨
裲
褄
褌
褊
褓
襃

褞
褥
褪
褫
襁

12
月
３
日
貍

か
ら
９
日
貊

は

障
害
者
週
間
で
す

「
障
害
者
週
間
」
は
、
障
が
い
者
に
対
す
る
理
解
と
意

識
を
よ
り
高
め
る
た
め
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
現
在
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
制

度
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
障
が
い

者
の
自
立
と
社
会
参
加
に
対
す
る
理
解
を
深
め
ま

し
ょ
う
。障

が
い
者
手
帳
の
交
付

手
当
の
支
給

外
出
へ
の
サ
ポ
ー
ト

　

障
が
い
の
程
度
や
等
級
に
応
じ
て
町
や

県
、
国
か
ら
各
種
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す

（
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）。

　

タ
ク
シ
ー
等
の
基
本
料
金
を
助
成
し
ま

す
。
助
成
券
は
１
冊
24
枚
綴
り
で
、
必
要

で
あ
れ
ば
年
間
２
冊
ま
で
交
付
し
ま
す

（
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）。

　

障
が
い
者
（
児
）
が
、
各
種
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
各
種
負

担
軽
減
制
度
が
あ
り
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
の

種
類
に
よ
っ
て
負
担
の
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
）。

　

そ
の
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
障
が
い
福

祉
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

大
口
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
い
る
よ
う
に
、
福
祉
制
度
の
利
用
等

に
関
す
る
相
談
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

障
が
い
者
ご
本
人
や
ご
家
族
同
士
の

交
流
、
障
が
い
福
祉
に
関
す
る
情
報
交

換
等
を
お
こ
な
う
３
つ
の
団
体
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

蘂
94
ー

２
２
２
７

医
療
法
人
桜
桂
会　

地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
希
楽
里

蘂
０
５
６
８
ー

63
ー

０
２
２
１

入
会
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
大
口
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
蘂
94
ー

０
０
６
０

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階　

福
祉
こ
ど

も
課　

蘂
94
ー

１
２
２
２

た
だ
し
、
介
護
保
険
施
設
・
社
会
福
祉

施
設
入
所
者
お
よ
び
入
院
中
の
方
は
除

き
ま
す
。

視
覚
、
聴
覚
・
平
衡
、
音
声
・
言
語
、

そ
し
ゃ
く
、
肢
体
不
自
由
、
内
部
障
が

い
の
方
で
、
永
続
す
る
障
が
い
の
方

知
的
障
が
い
者
（
Ａ
判
定
か
ら
Ｃ
判
定
）

精
神
障
が
い
の
た
め
、
日
常
生
活
や
社
会

生
活
に
制
約
の
あ
る
方（
１
級
か
ら
３
級
）

対
象
者

身
体
障
害
者
手
帳

◇療
育
手
帳

◇精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

◇

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
か
ら
３
級
の

方
、
４
級
の
膀
胱
ま
た
は
直
腸
機
能
障

が
い
の
方

療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
・
２

級
の
方

特
定
医
療
費
受
給
者
証
（
指
定
難
病
）

を
お
持
ち
の
方

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
の
方
お

よ
び
療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
方

月
額
５
０
０
０
円

そ
の
他
の
障
が
い
の
方

月
額
４
０
０
０
円

７
・
11
・
３
月
の
25
日
頃
に
振
り
込
ま

れ
ま
す
。

▼
大
口
町
福
祉
手
当
（
町
）

対
象
者

○○○○支
給
金
額

◇◇

※

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
の
方

療
育
手
帳
Ａ
判
定
（
I
Q
35
以
下
）の
方

身
体
障
害
者
手
帳
３
級
と
療
育
手
帳
Ｂ

判
定
（
I
Q
50
以
下
）を
併
せ
て
お
持
ち

の
方

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当

の
対
象
者
お
よ
び
65
歳
以
上
で
手
帳
を

取
得
さ
れ
た
方
は
除
き
ま
す
。

　
　
　
　

障
が
い
の
程
度
に
よ
り
、
２

段
階
に
分
か
れ
ま
す
。

１
種　

月
額
１
万
５
５
０
０
円

２
種　

月
額
６
７
５
０
円

　
　
　

在
宅
で
、
精
神
ま
た
は
身
体
に

著
し
い
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日
常

生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介
護
を
必

要
と
す
る
方

特
別
障
害
者
手
当　

月
額
２
万
６
８
３
０
円

障
害
児
福
祉
手
当　

月
額
１
万
４
６
０
０
円

障
が
い
の
程
度
に
よ
り
、
県
加
算
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　
　
　

身
体
障
が
い
者
、
知
的
障
が
い

者
、
精
神
障
が
い
者
、
障
が
い
児
、
難

病
等
の
方
々

▽
居
宅
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

▽
重
度
訪
問
介
護

▼
愛
知
県
在
宅
重
度
障
害
者
手
当
（
県
）

対
象
者

○○○

※

支
給
金
額

▽▽▼
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当

　
（
国
）

対
象
者

支
給
金
額

◇◇

※

▼
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス

　
　
　

○
下
肢
、
体
幹
、
脳
原
性
運
動

機
能
障
が
い
の
中
の
移
動
機
能
障
が

い
、
視
覚
、
聴
覚
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、

肝
臓
機
能
障
が
い
を
有
す
る
身
体
障
害

者
手
帳
１
級
・
２
級
の
方　

○
療
育
手

帳
Ａ
判
定
の
方　

○
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
１
級
の
方　

○
特
定
医
療
費

受
給
者
証
（
指
定
難
病
）
を
お
持
ち
の

方
　

手
帳
に
割
引
有
効
期
限
を
記
載
し
ま
す
。

　
　
　

▽
本
人
運
転
の
場
合　

全
て
の

身
体
障
が
い
者　

▽
本
人
以
外
が
運
転
の

場
合　

重
度
の
身
体
障
が
い
者
（
第
１

種
）、
重
度
の
知
的
障
が
い
者
（
療
育
Ａ
）

自
動
車
の
名
義
人
は
、
本
人
ま
た
は
本

人
の
親
族
に
限
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

通
常
料
金
の
半
額

対
象
者

▼
有
料
道
路
通
行
料
金
割
引
制
度

対
象
者

※

割
引
料
金
額

対
象
者

介
護
給
付

訓
練
等
給
付

自
立
支
援
医
療

補
装
具

地
域
生
活
支
援
事
業

障
害
児
通
所
支
援

●
障
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
窓
口

●
精
神
障
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
窓
口

●
大
口
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

●
大
口
町
心
身
障
害
児
（
者
）
親
の
会

●
尾
北
精
神
障
害
家
族
会
し
ら
ゆ
り
会

　

大
口
支
部

※

問
合
せ
先

※

12月3日から9日は障害者週間です12月3日から9日は障害者週間です

▽
行
動
援
護

▽
同
行
援
護

▽
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援

▽
短
期
入
所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

▽
療
養
介
護

▽
生
活
介
護

▽
施
設
入
所
支
援
（
障
害
者
支
援
施
設

　

で
の
夜
間
ケ
ア
等
）

▽
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
・
生
活
訓
練
）

▽
就
労
移
行
支
援

▽
就
労
継
続
支
援
（
Ａ
型
、Ｂ
型
）

▽
共
同
生
活
援
助
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

▽
更
生
医
療

▽
精
神
通
院
医
療

▽
育
成
医
療

▽
相
談
支
援
事
業

▽
意
思
疎
通
支
援
事
業

▽
日
常
生
活
用
具
の
給
付

▽
移
動
支
援
事
業

▽
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

▽
成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
事
業　

▽
そ
の
他
事
業
（
日
中
一
時
支
援
、
自

　

動
車
改
造
費
助
成
等
）
等

▽
児
童
発
達
支
援

▽
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等

障
害
者
総
合
支
援
法

お
よ
び
障
害
児
通
所
支
援

聴覚障害者
シンボルマーク

身体障害者標識
（障害者マーク）

障害者のための
国際シンボルマーク

聴覚障害者標識
（マーク）

ハートプラス
マーク

ほじょ犬マーク

オストメイト
マーク

肢体不自由であることを理由に、免許に
条件を付されている方が運転する車に表
示する身体障害者標識です。マークをつ
けた車に割り込み等をおこなった運転者
は、道路交通法の規定で罰せられること
になります。

オストメイト（人工肛門・人工膀胱を使
用している方）のための施設があること
を表し、オストメイト対応トイレの入り
口・案内誘導プレートに表示されています。   

身体障害者補助犬（盲導犬・介助犬・聴
導犬）同伴啓発のためのマークです。補
助犬は体の不自由な方の体の一部となっ
て働いています。このマークや補助犬を
連れている方を見かけた場合は、ご協力
をお願いします。

「身体内部に障がいのある人」を表して
います。身体内部に障がいのある方は外
見から分かりにくいため、さまざまな誤
解を受けることがあります。このマーク
を見かけた場合は、ご配慮をお願いします。

聴覚障がい者が運転する車に表示する標
識（マーク）で、マークをつけた車に幅
寄せや割り込みをおこなった運転者は、
道路交通法の規定で罰せられることにな
ります。このマークの表示は義務付けら
れています。

聴覚障がい者のコミュニケーションの円
滑化を図るため制定されたもので、公的
機関を利用するときは、ラベルを申請書、
預金通帳、診察券などに貼り、胸にはネー
ムプレートをつけます。

国際リハビリテーション協会によって障
がい者が容易に利用できる 建物、施設
であることを明確に示すシンボルマーク
として採択決定されたものです。
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役場および各施設

衛生関係

は、休業日

24日（土）は午前のみ

※

27日（火）は事務所のみ

23日（金）・25日（日）は休日保育実施

耐震補強工事中

耐震補強工事中

耐震補強工事中

23
（金）

24
（土）

25
（日）

26
（月）

27
（火）

28
（水）

29
（木）

30
（金）

31
（土）

1
（日）

2
（月）

3
（火）

4
（水）

5
（木）

6
（金）

23
（金）

24
（土）

25
（日）

26
（月）

27
（火）

28
（水）

29
（木）

30
（金）

31
（土）

1
（日）

2
（月）

3
（火）

4
（水）

5
（木）

6
（金）

憩いの四季

憩いの湯 

さくら屋 

学校教育課 

中央公民館内施設 

図書館 

生涯学習課 

保健センター（健康生きがい課）

福祉こども課 

町民活動センター

社会福祉協議会 

歴史民俗資料館 

研修センター 

トレーニングセンター 

喫茶ほほえみ 

中
央
公
民
館

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ

役場業務全般（下記以外） 

し尿くみ取り、浄化槽清掃 

死亡した犬・猫の引き取り 

尾張北部聖苑 

資源リサイクルセンター

有機資源保管所（豊田）

有機資源保管所（二ツ屋）

 

各スポーツ施設

温水プール

保育園 

児童センター 

町民会館 

コミュニティバス

地域包括支援センター

※し尿くみ取り、浄化槽清掃について、詳しくは、まちのカレンダー26ページをご覧ください。
「可燃ごみは、収集日の朝に！」毎年、年末年始にかけて道路に置かれた可燃ごみを見かけます。皆さんルールを守りましょう。

備考施設名

備考

可燃ごみ収集 

スポーツ施設等利用申請受付

施設名

12/20～1/4まで休み（水入れ替え）12/20～1/4まで休み（水入れ替え）
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週刊誌、書籍
ノート、カタログ
取扱説明書

どの区分にも
入らないもの

横から見て
中に波状の紙が
入っているもの

牛乳パック、
ジュースパック

新聞類

古紙として出せない紙類の主なもの

雑誌類 ざつがみ類 ダンボール類 牛乳パック類

切り開いて乾燥させる。
プラスチックが付いてい
るものは外す。アルミ付
は可燃ごみに出す

金具や粘着テープは取
り除く。大きなダンボー
ルは切って折り畳む

金具や粘着テープは取
り除く。大きなダンボー
ルは切って折り畳む

切り開いて乾燥させる。
プラスチックが付いてい
るものは外す。アルミ付
は可燃ごみに出す

シール、プラスチック
フィルム、金属やプラス
チック部分は取り除く

シール、プラスチック
フィルム、金属やプラス
チック部分は取り除く

Tissu
es

Tis
sue
s

取る

取る

取る

新聞紙、折込広告

再利用

再利用

再利用

再利用 再利用

● 粘着物のついた封筒
● 防水加工された紙（紙コップ、紙皿、
　紙製カップ麺容器、紙製ヨーグルト容器、油紙、ロウ紙など）
● 裏カーボン紙、ノーカーボン紙  （宅配便の複写伝票など）
● 圧着はがき（親展はがき）
● 感熱紙（ファックス用紙、レシートなど）
● 印画紙の写真、インクジェット写真プリント用紙、感光紙（青焼きコピー紙）
● プラスチックフィルムやアルミ箔などを貼り合わせた複合素材の紙
● 金・銀などの金属が箔押しされた紙
● なっせん紙（昇華転写紙、絵柄などを布地に加熱してプリントする紙）
● 感熱性発泡紙 （点字関係で使用。熱を加えたところが盛り上がる紙）
● 合成紙（プラスチックで作られている紙）
● 臭いのついた紙（石鹸の個別包装紙、紙製の洗剤容器、線香の紙箱など）
● 水に濡れた紙、油のついた紙（使い終わったティッシュペーパーやタオルペーパー、食品などで汚れた紙）

荷造りひもは必ず外し
てから出す
荷造りひもは必ず外し
てから出す

プラスチックフィルム
が貼られた部分は、そ
の部分を取り除いてか
ら出す

プラスチックフィルム
が貼られた部分は、そ
の部分を取り除いてか
ら出す

問合せ先　環境経済課　蘂 95‒1613

）

調査の結果、紙類が半分程度
を占めています。
まだまだ、資源化可能な紙類
が多く含まれていますので、
今後も環境保全と天然資源の
消費抑制の観点から、更なる
分別への取組みにご理解とご
協力をいただきますようお願
いします。

町では、定期的に可燃ごみの
中身を調査しています。

可燃ごみ収集袋

大口町

　中身が残っていたり、汚れが付着していないように水ですすいで出
してください。汚れが落ちない場合は、「その他プラスチック」に出
してください。また、レジ袋等に入れてまとめた場合は、中身の確認
のため、捨てる際に必ず袋から出してください。

容器包装ではないもの（例）

危険物（禁忌品）

汚れが落ちないものは、

　間違いやすいものとして、CDやDVDのケース、クリーニングのビニール袋、
フリーザーバッグ、メール便のビニール製封筒、テープ、ひも、本のカバー、
バケツ、洗面器、コンビニスプーンは、容器包装プラスチックに該当しません。
その他プラスチックに入れてください。

　処理の際、手分別をおこないますので、カミソリや乾電池、
ライターなど危険物（禁忌品）は絶対入れないでください。

　公益財団法人日本容器包装リサイクル協会では、定期的に容器包装プラスチックの品質調査をおこなっており、
毎年２％未満の異物の混入があります。品質を維持するため、皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。

その他プラスチック

日本の食品ロス

環境への負荷を低減するには

年間約
632万 t
年間約
632万 t

世界全体の
食料援助量の
約2倍に相当

世界全体の
食料援助量の
約2倍に相当

国民１人当り
年間 23.7㎏
国民１人当り
年間 23.7㎏

年間約
302万 t
年間約
302万 t

家庭から排出される量家庭から排出される量

　大口町の家庭から出る可燃ごみの焼却場 (江南丹羽環
境管理組合美化センター)で、定期的に実施している可
燃ごみの分析調査によると、生ごみ類の約80％は水分で
あることから、水切りを十分おこなうことも効果的です。
　紙、布類は分別して地区の資源ごみ回収日、または、
資源リサイクルセンターに出すことで、ごみの減量が図
れ、古紙やウエス（雑巾等）に再利用されます。また、
家庭から出た剪定枝や草等は、有機資源保管所に出すこ
とによりごみの減量が図れ、保管所に搬入された資源は
チップ化し、土壌改良材やマルチング（根覆い材）とし
て再利用されます。

環境美化センターに搬入される可燃ごみの内訳は、紙、
布類が約半分を占めています。これらを分別して地区
の資源ごみ回収日、または、資源リサイクルセンター
に出すことで、ごみの減量
が図れ、古紙やウエス（雑巾
等）に再利用されます。

家庭から出た剪定枝や草等は、有機資源保管所に出す
ことによりごみの減量が図れ、保管所に搬入された資
源はチップ化し、土壌改良
材やマルチング（根覆い材）
として再利用されます。

●

● 80%の

管所に出す
された資

管所
された30%は30%は 水分が水分が

家庭で
燃やすごみの
家庭で
燃やすごみの

にはには

含まれています。含まれています。

水分がなくなったら
生ごみ生ごみ生ごみ

生ごみ生ごみ生ごみ

生ごみ生ごみ生ごみ

の
水分がなくなったら

　ごみの発生を抑制し、排出されたごみは可燃ご
みに出すのではなく、分別して資源化する取り組
みを継続することで、最終処分場の延命化に繋が
り、環境への負荷が低減されます。一人ひとりが
できることは小さなことでも、みんなで取り組め
ば大きな力になります。さあ、できることから始
めましょう！今後も資源の有効活用、可燃ごみの
減量にご理解とご協力をお願いします。

可燃ごみ収集袋

大口町

半分を占めています。半分を占めています。

可燃ごみの内訳は
紙、布類が

80%の水分が
には

含まれています。

生ごみ

80%の水分が
には

含まれています。

生ごみ

有機資源保管所
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暖房

しし
、

しし 地地区区

冷房

野焼きは禁止です

　

年
末
年
始
は
ど
の
家
庭
で

も
大
掃
除
な
ど
で
ご
み
の
量

が
大
変
多
く
な
り
ま
す
。
次

の
点
を
守
り
、
ご
み
の
減
量

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
も
っ
た
い
な
い
」
の
精
神
を
忘
れ

ず
に
。
ま
ず
は『
ご
み
を
出
さ
な
い
』

こ
と
が
大
切
で
す
。

分
別
・
資
源
化
に
努
め

て
、
ご
み
の
発
生
量
を

抑
制
し
ま
し
ょ
う
。

夕
暮
れ
て
受
け
し
川
風
身
に
ぞ
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む渡

辺
す
み
子

身
に
ぞ
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む
宙
の
神
秘
や
星
の
謎

前
田
と
し
子

畦
道
に
鶏
頭
一
本
紅
紅
と

荒
谷
富
美
子

嫁
ぐ
子
の
靴
ま
ん
中
に
秋
の
朝

安
藤　

亮
子

身
に
入
む
や
一
切
は
雨
の
音
の
み
を西

本　

高
子

秋
の
卓
色
の
冴
へ
た
る
漬
け
茄
子

坪
内　

あ
や

鶏
頭
の
一
本
あ
れ
ば
花
談
義

木
村
千
代
子

オ
バ
ナ
氏
の
折
鶴
二
羽
や
原
爆
忌

大
野　

正
子

海
静
か
鼓こ

ま
く膜

突
き
抜
く
蝉
の
声

佐
藤
千
志
子

赤あ
か
と
ん
ぼ

蜻
蛉
畑
に
群
れ
て
風
と
去
る

水
野　

邦
子

秋
雨
を
口
に
受
け
ゐ
る
孕は
ら
み
う
し牛　

土
川　

照
恵

読
み
聞
か
せ
ね
だ
っ
た
孫
も
声
変
わ
り

高
橋
あ
や
子

夕
焼
け
に
溶
け
込
ん
で
い
く
赤
と
ん
ぼ

吉
田　

雄
亮

気
が
つ
け
ば
千
の
ド
ラ
マ
の
あ
る
米
寿

安
藤　

久
子

こ
れ
以
上
下
げ
ら
れ
ま
せ
ん
稲
穂
垂
れ

日
比
野
文
子

ご
み
の
減
量
に
ご
協
力
を
！

▽�

買
い
物
に
行
く
と
き
に
マ
イ
バ
ッ
ク
を

持
参
し
、
レ
ジ
袋
の
削
減
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

▽�

食
べ
物
を
買
う
と
き
は
、
必
要
な
量
を

考
え
て
、
余
り
が
出
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

▽�

使
い
捨
て
商
品
の
購
入
は
避
け
、
詰
め

替
え
、
再
利
用
で
き
る
物
や
、
長
期
間

使
え
る
物
、
修
理
が
可
能
な
物
な
ど
、

環
境
に
や
さ
し
い
も
の
を
購
入
す
る
と

と
も
に
、
包
装
は
極
力
少
な
く
す
る
よ

う
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽�

生
ご
み
は
、
水
分
を
絞
る
な
ど
、
減
量

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▽�

ご
み
を
出
す
時
は
、
必
ず
分
別
を
し
ま

し
ょ
う
。

　

ざ
つ
が
み
類
（
防
水
加
工
紙
や
感
熱

紙
な
ど
の
禁
忌
品
を
除
く
）
や
ト
レ
ー
、

発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
類
な
ど
も
、
資
源
ご

み
と
し
て
決
め
ら
れ
た
種
類
ご
と
に
き

ち
ん
と
分
別
す
れ
ば
、
リ
サ
イ
ク
ル
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
地
域
の
資

源
ご
み
の
収
集
日
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
生
ご
み
処
理
器
購
入
補
助
金

制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
生
ご
み
の
減
量

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
ま

ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー
28
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▽�

資
源
ご
み
等
は
、
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
で
も
収
集
し
て
い
ま
す
。

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
　
開�

所
日

　

月
曜
日
か
ら
土
曜
日

午
前
９
時
か
ら
正
午
、
午
後
１
時
か
ら

４
時

（
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
は
除
き
ま
す
）

※�

例
年
、
年
末
年
始
は
利
用
さ
れ
る
方
が

通
常
よ
り
も
大
変
多
く
な
り
、
終
日
、

混
雑
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
周
辺

に
お
い
て
、
交
通
渋
滞
の
発
生
も
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
に
出
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
年
末
年
始
の
開
所
日
に
つ
き
ま
し

て
は
、
14
ペ
ー
ジ
の
年
末
年
始
の
業
務

案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽�

各
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
剪
定
枝
、
草
、

竹
等
も
資
源
ご
み
と
し
て
回
収
し
て
い

ま
す
。
可
燃
ご
み
と
し
て
出
さ
ず
に
豊

田
地
区
、
二
ツ
屋
地
区
の
有
機
資
源
保

管
所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

有
機
資
源
保
管
所
　
開�

所
日　

▽
豊
田
地
区　

金
・
日
曜
日

▽
二
ツ
屋
地
区　

月
・
土
曜
日

午
前
９
時
か
ら
正
午
、
午
後
１
時
か
ら

４
時
（
年
末
年
始
は
除
き
ま
す
）

　
問
合
せ
先　

環
境
経
済
課

　

蘂
95
―

１
６
１
３
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12 月  生活発表会 

 

※写真と本文は関係ありません

　生活発表会は、子どもたちの遊びや絵本の
読み聞かせ、みんなで経験したことなどを
きっかけとして進めます。劇遊びも、役割を
交代していろいろな役を楽しんだり、大道具
や小道具、背景や衣装を作ったりするなど、
当日までの過程も十分楽しみます。
　また繰り返し遊ぶ中で、一人ひとりの子ど
もが自分のもっている力を十分に発揮した
り、友だちの良さに気付いていけるよう働き
かけています。友だちと一緒に力を合わせ、
一つのことを成し遂げる喜びを子どもたちに
感じて欲しいと思います。

　

入
園
前
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の

方
、
保
育
園
へ
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
？

※
時
間
は
午
前
10
時
か
ら
11
時　

場
所　

各
保
育
園
の
遊
戯
室
お
よ
び
園
庭

　

内
容　

製
作
遊
び
、
紙
芝
居　

持
ち
物　

手
拭
き
タ
オ
ル
、
水
筒
等

南
保
育
園

西
保
育
園

北
保
育
園

大
口
中
保
育
園

12
月
13
日
貂

12
月
13
日
貂　

12
月
７
日
貉　

12
月
13
日
貂　

　月の行事

近隣保育園の駐車場をご利用ください。

南
児
童
セ
ン
タ
ー　

蘂
95
ー

３
５
２
８

▽
ク
リ
ス
マ
ス
製
作
「
ツ
リ
ー
作
り
」

12
月
14
日
貉
　
午
後
３
時
30
分
か
ら
４

時
30
分　

申
込
み　

12
月
５
日
豺
か
ら
先
着
順

▽�

冬
休
み
お
楽
し
み
会
「
み
ん
な
で
歌
っ

て
遊
ぼ
う
！
」

12
月
26
日
豺
　
午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時　

申
込
み　

12
月
５
日
豺
か
ら

北
児
童
セ
ン
タ
ー　

蘂
95
ー

７
１
４
１

▽�

な
か
よ
し
「
ク
リ
ス
マ
ス
演
奏
会
」

「
ジ
ャ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
」
さ
ん
に
よ
る
ク

リ
ス
マ
ス
演
奏
会　

12
月
20
日
貂

▽�

コ
ア
ラ
広
場
「
お
正
月
お
飾
り
作
り
」　

お
正
月
の
お
飾
り
を
み
ん
な
で
作
り
ま

し
ょ
う　

12
月
９
日
貊

※�

な
か
よ
し
、コ
ア
ラ
広
場
の
時
間
と
対
象

は
、下
記
の
表
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

西
児
童
セ
ン
タ
ー　

蘂
96
ー

０
４
８
１

▽�
ク
リ
ス
マ
ス
製
作
「
ま
つ
ぼ
っ
く
り
の

ツ
リ
ー
」
12
月
５
日
豺
　
午
後
３
時
30

分
か
ら
４
時
30
分　

　

申
込
み　

11
月
28
日
豺
か
ら
先
着
順

▽�

ク
リ
ス
マ
ス
会
　
12
月
22
日
貅
　
午
後

２
時
か
ら
３
時　

　

申
込
み　

12
月
12
日
豺
か
ら
先
着
順

※�

詳
し
く
は
、児
童
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
子
育
て
支
援
の
ご
案
内

　

体
操
、
親
子
触
れ
合
い
遊
び
、
コ
ー

ナ
ー
遊
び
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
等
、

親
子
遊
び
を
主
に
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。
お
子
さ
ん
や
お
母
さ
ん
の
交
流
の

場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

※�

乳
幼
児
の
体
重
計
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※�

町
立
南
保
育
園
・
小
口
城
址
公
園
・
町

立
西
保
育
園
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。 12月

めだか広場（南）
コアラ広場（北）
ちびっこ広場（西）

2日（金）・5日（月）・9日（金）
16日（金）・19日（月）
時�間　午前 10時 30分から 11時 30分
対象　３歳までの親子

12月
なかよし
(南 )( 北 )( 西 )

6 日（火）・13日（火）・20日（火）

時�間　午前 10時 30分から 11時 30分
対�象　平成28年度中に満３歳になる親子

園庭開放日
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臨
時
福
祉
給
付
金
、

  

障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

申
込
期
限

平
成
28
年
12
月
27
日
貂
　
窓
口
提
出
・
郵
送
（
消
印
有
効
）

　

平
成
28
年
９
月
下
旬
に
対
象
と
思
わ
れ

る
方
に
申
請
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
の

で
、
申
請
期
限
の
平
成
28
年
12
月
27
日
貂

ま
で
に
お
忘
れ
な
く
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
最
終
日
の
時
点
で
申
請
書
や
添

付
書
類
に
不
備
が
あ
る
場
合
に
は
給
付
金

が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
余
裕
を
も
っ

て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
広
報
お
お
ぐ
ち
10
月
号
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

申�

請
場
所
お
よ
び
問
合
せ
先

　

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階　

福
祉
こ
ど
も
課

　
蘂
94
ー

１
２
２
２

　

大
口
町
で
は
、
介
護
保
険
事
業
計
画
お

よ
び
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
に
基
づ
い
て
、

介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
っ
て
も
質
の
高

い
生
活
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
適
切
な

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
介
護
予
防
の
取

り
組
み
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
平
成
30
年
度
か
ら
32
年
度
ま

で
の
第
７
期
事
業
計
画
を
策
定
す
る
に
あ

た
り
、
高
齢
者
の
現
状
や
課
題
な
ど
か
ら

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
施
策
の
方
向
性
を
検

討
す
る
た
め
に
実
態
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
は
満
65
歳
以
上
の
方
の
中
か
ら
無

作
為
で
５
０
０
人
を
抽
出
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
調
査
票
は
12
月
中
旬
以
降
に
郵

送
し
ま
す
の
で
、
調
査
票
が
届
い
た
方
は
、

期
限
内
の
返
送
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
、
こ
の
調
査
は
、
譁
エ
デ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
大
口
町
の
委
託
を
受
け
、
調
査

票
の
回
収
・
統
計
・
分
析
を
お
こ
な
い
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

健
康
生
き
が
い
課

　

蘂
94
ー

０
０
５
１

大
口
町
高
齢
者
等
実
態
調
査
に
つ
い
て

愛
北
広
域
事
務
組
合 

指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
追
加
受
付

　

愛
北
広
域
事
務
組
合
が
平
成
29
年
度
に

発
注
す
る
建
設
工
事
・
設
計
等
業
務
、
物

品
の
製
造
・
納
入
お
よ
び
委
託
業
務
に
関

す
る
指
名
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
次
の
と
お
り
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
28
年
に
申
請
し
受
理
さ
れ

た
方
は
、
申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

受�

付
期
間　

平
成
29
年
１
月
23
日
豺
か
ら

27
日
貊
ま
で　

受�

付
時
間　

午
前
９
時
30
分
か
ら
正
午
ま

で
、
午
後
１
時
か
ら
３
時
30
分
ま
で

受�

付
場
所　

愛
北
広
域
事
務
組
合
（
愛
北

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）
事
務
室

申
請
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.aihoku-kouiki.jp/

）
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
お
よ
び
提
出
先

　

岩
倉
市
野
寄
町
向
山
７
６
０
番
地

　

愛
北
広
域
事
務
組
合

　
蘂
37
ー

０
８
４
０

※�

郵
送
で
の
受
け
付
け
は
お
こ
な
い
ま
せ

ん
。

　

町
で
は
、
教
育
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

長
屋
孝
成
さ
ん
が
、
大
口
町
議
会
９
月
定

例
会
で
承
認
を
う
け
、
鈴
木
町
長
か
ら
新

教
育
長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
12

月
１
日
か
ら
平
成
31
年
11
月
30
日
ま
で
の

３
年
間
で
す
。

　

法
改
正
に
よ
り
平
成
27
年
４
月
か
ら
始

ま
っ
た
新
教
育
長
制
度
で
は
、
教
育
長
は

議
会
同
意
を
得
て
町
長
が
任
命
す
る
こ
と
、

教
育
委
員
長
と
教
育
長
を
一
本
化
す
る
こ

と
な
ど
、
責
任
の
明
確
化
や
町
と
教
育
委

員
会
と
の
連
携
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
町
長
と
教
育
施
策
の
方
向

性
を
共
有
し
つ
つ
、
生
涯
学
習
基
本
構
想

の
も
と
、
児
童
生
徒
の
健
全
な
育
成
と
地

域
の
生
涯
学
習
振
興
に
取
り
組
み
続
け
ま

す
。

長
屋
孝
成
さ
ん
が
新
教
育
長
に
就
任
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南
三
陸
町

南
三
陸
町

宮
城
県

宮
城
県

太
平
洋

南
三
陸
町
派
遣
職
員
レ
ポ
ー
ト

南
三
陸
町
派
遣
職
員
レ
ポ
ー
ト

現
在
も
大
口
町
役
場
よ
り
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
の
た
め

宮
城
県
南
三
陸
町
へ
職
員
が
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
も
大
口
町
役
場
よ
り
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
の
た
め

宮
城
県
南
三
陸
町
へ
職
員
が
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
３
月
11
日
か
ら
、
５
年

以
上
が
経
過
し
た
、
今
の
南
三
陸
町

を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
大
津
波
で
被
災

し
た
、
防
災
対
策
庁
舎
。
南
三
陸
町

を
訪
れ
た
こ
と
が
な
い
方
も
、
一
度

は
報
道
等
で
目
に
し
た
こ
と
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

現
在
で
は
、
周
囲
は
盛
土
や
新
設

さ
れ
る
橋
な
ど
に
埋
も
れ
て
し
ま
う

ほ
ど
、
景
色
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
名
産
が
味
わ
え
る
観

光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
人
気
の
仮
設
商

店
街
「
さ
ん
さ
ん
商
店
街
」
は
、
平

成
29
年
の
移
転
開
業
の
た
め
の
建
設
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
三
陸
沿
岸
道
「
志
津
川

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」
が
開
通
し
た
こ

と
で
、
仙
台
市
と
南
三
陸
町
が
結
ば
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
更
な
る
復
興

の
加
速
化
や
観
光
客
の
増
加
、
産
業
の

活
性
化
な
ど
、
南
三
陸
町
の
未
来
を
繋

ぐ
道
路
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
だ
５
年
、
も
う
５
年
。
人
に
よ
り

思
い
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
そ
の
５
年

で
町
は
大
き
く
様
変

わ
り
し
、
確
実
に
復

興
へ
と
歩
み
を
進
め

て
い
ま
す
。
未
来
を

繋
ぐ
道
路
の
先
に

は
、
震
災
前
よ
り
も

更
に
光
輝
く
南
三
陸

町
が
あ
る
も
の
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

成
29
年
の
移
転
開
業
の
た
め
の
建
設
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
三
陸
沿
岸
道
「
志
津
川

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」
が
開
通
し
た
こ

と
で
、
仙
台
市
と
南
三
陸
町
が
結
ば
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
更
な
る
復
興

の
加
速
化
や
観
光
客
の
増
加
、
産
業
の

活
性
化
な
ど
、
南
三
陸
町
の
未
来
を
繋

ぐ
道
路
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
だ
５
年
、
も
う
５
年
。
人
に
よ
り

思
い
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
そ
の
５
年

で
町
は
大
き
く
様
変

わ
り
し
、
確
実
に
復

興
へ
と
歩
み
を
進
め

て
い
ま
す
。
未
来
を

繋
ぐ
道
路
の
先
に

は
、
震
災
前
よ
り
も

更
に
光
輝
く
南
三
陸

町
が
あ
る
も
の
と
確

信
し
て
い
ま
す
。 3

大
塚　

剛
司

譁
譌
譏
譎
證
譖
譛
譚
譫
譟

譬
譯
譴
譽
讀
讌
讎
讒
讓
讖
讙
讚
谺
豁
谿
豈

豌
豎
豐
豕
豢
豬
豸
豺
貂
貉
貅
貊
貍

軈
軋
軛
軣
軼
軻
軫
軾
輊
輅
輕
輒

蘂
薑
薊
薨
蕭
薔
薐
藉
薺
藏
薹
藐
藕
藝
藥
藜
蠅
螢
螟
螂
螯

蟋
螽
蟀
蟐
雖
螫

蠢
蠡
蠱
蠶
蠹
蠧
蠻
衄
衂
衒
衙
衞
衢
衫
袁
衾
袞

衵
衽
袵
衲
袂
袗
袒
袮
袙
袢
袍
袤
袰
袿
袱
裃

裄
裔
裘
裙
裝
裹
褂
裼
裴
裨
裲
褄
褌
褊
褓
襃

褞
褥
褪
褫
襁

譁
譌
譏
譎
證
譖
譛
譚
譫
譟

譬
譯
譴
譽
讀
讌
讎
讒
讓
讖
讙
讚
谺
豁
谿
豈

豌
豎
豐
豕
豢
豬
豸
豺
貂
貉
貅
貊
貍

軈
軋
軛
軣
軼
軻
軫
軾
輊
輅
輕
輒

蘂
薑
薊
薨
蕭
薔
薐
藉
薺
藏
薹
藐
藕
藝
藥
藜
蠅
螢
螟
螂
螯

蟋
螽
蟀
蟐
雖
螫

蠢
蠡
蠱
蠶
蠹
蠧
蠻
衄
衂
衒
衙
衞
衢
衫
袁
衾
袞

衵
衽
袵
衲
袂
袗
袒
袮
袙
袢
袍
袤
袰
袿
袱
裃

裄
裔
裘
裙
裝
裹
褂
裼
裴
裨
裲
褄
褌
褊
褓
襃

褞
褥
褪
褫
襁

　

10
月
13
日
貅
、
さ
つ
き
ち
と
せ
会
が
、

愛
知
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の「
１
０
０
万

人
会
員
増
強
運
動　

特
別
賞
」
を
受
賞
さ

れ
、
鈴
木
町
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

さ
つ
き
ケ
丘
地
区
は
町
内
で
最
も
高
齢

化
率
が
高
い
地
域
で
す
。
会
員
は
「
仲
間

づ
く
り
を
通
し
て
地
域
貢
献
し
よ
う
」
と

仲
間
を
増
や
し
ま
し
た
。
現
在
会
員
は
、

84
名
（
10
月
現
在
）。
サ
ロ
ン
に
参
加
し
た

り
、
健
康
づ
く
り
、
子
ど
も
た
ち
の
登
下

校
時
パ
ト
ロ
ー
ル
に
協
力
す
る
な
ど
、
楽

し
く
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鈴
木
町
長
は
、「
皆
さ
ん
が
持
っ
て
い
る

知
恵
は
す
ご
い
で
す
。
皆
さ
ん
の
元
気
は

地
域
の
力
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
お

元
気
で
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
世
話
に
な
っ
た
地
域
の
方
々
へ
の
感

謝
、
ま
た
活
動
を
紹
介
し
理
解
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
11
月
20
日
豸

に
、
第
14
回
ハ
ー
ト
フ
ル
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

近
隣
住
民
の
み
な
さ
ま
を
始
め
、
福
祉

に
関
心
の
あ
る
方
々
、
そ
し
て
子
ど
も
や

学
生
等
が
参
加
し
、
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
終
盤
の
大
抽
選
会
ま
で
、
参
加

者
み
ん
な
が
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
ま
し

た
。

　

さ
つ
き
ち
と
せ
会
「
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動　

特
別
賞
」

　

ハ
ー
ト
フ
ル
お
お
ぐ
ち
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大口町元気なまちづくり事業

第 5 回 ＮＯＢ　
にこにこおもちゃの文化祭

　素朴な科学玩具の収集と伝承・大道芸が趣
味の市原さんと、漫画家でおもちゃデザイ
ナー、積み木パフォーマーの相沢さんが、そ
れぞれの得意分野で皆さんを楽しませてくれ
ます。２人のおもちゃ SHOW ＆ TALK では、
おもちゃについて熱く語ります。
　大人になっても楽しんでいる 2 人。一緒
に楽しみませんか。
日�時　12月 11日豸　午後 1時30分から3時

40分まで　開場　午後 1時 10分
場�所　余野学習等共同利用施設
　集会室
出演　市原千明さん、相沢康夫さん
対象　小学生以上
主催およびチケット販売所・問合せ先　

前売り 1,500 円（当日 2,000 円）４歳以
上
NPO 法人 子どもと文化の森　
蘂 0587 ー 94 ー 1223

　

10
月
18
日
貂
、
地
域
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
活
動
に
長
年
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
方
へ
、

愛
知
県
知
事
よ
り
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
活

動
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
愛
知
県

芸
術
劇
場
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
平
成

28
年
度
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
大
会
に

て
贈
呈
式
が
お
こ
な
わ
れ
、
次
の
方
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

個
人
の
部

　

松
山
章
惠
さ
ん
（
南
小
学
校
区
）

　

佐
藤
翠
子
さ
ん
（
南
小
学
校
区
）

　

福
冨
和
代
さ
ん
（
北
小
学
校
区
）

　

篠
原
由
美
さ
ん
（
北
小
学
校
区
）

　

吉
永　

清
さ
ん
（
北
小
学
校
区
）

団
体
の
部
（
２
団
体
）

　

悠
遊
の
た
の

　

竹
田
西
っ
子
見
守
り
隊

　

ま
た
、
全
国
防
犯
協
会
連
合
会
よ
り
、

酒
井
武
美
さ
ん
（
大
口
町
北
地
域
自
治
組

織
）に
、防
犯
栄
誉
銅
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
は
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
や
、

犯
罪
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
長

年
に
わ
た
り
ご
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
写
真
）
前
列
左
か
ら
江
口
さ
ん
（
竹
田
西
っ

子
見
守
り
隊
）、
酒
井
さ
ん
、
松
山
さ
ん
、
佐

藤
さ
ん
、
後
列
左
か
ら
篠
原
さ
ん
、
小
池
さ

ん
（
悠
遊
の
た
の
）、
吉
永
さ
ん

　

平
成
28
年
「
宇
宙
の
日
」
記
念
行
事　

全
国
小
・
中
学
生
作
文
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト

の
作
文
の
部
、
中
学
生
部
門
で
大
口
中
学

校
３
年
生
の
水
谷
龍
南
さ
ん
が
グ
ラ
ン
プ

リ
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
宇
宙
と
わ
た
し
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ

れ
た
コ
ン
テ
ス
ト
で
作
品
『
か
け
が
え
の

な
い
命
を
救
う
た
め
に
』
が
入
賞
し
た
水

谷
さ
ん
は
、
９
月
18
日
豸
に
日
本
科
学
未

来
館
で
お
こ
な
わ
れ
た
表
彰
式
に
出
席
し
、

表
彰
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
28
日
貊
に
は
、
鈴
木
町
長

に
報
告
し
、
町
長
は
、「
一
目
読
ん
で
、
と

て
も
引
き
付
け
ら
れ
る
素
晴
ら
し
い
作
文

だ
っ
た
。
大
口
町
か
ら
ぜ
ひ
羽
ば
た
い
て
、

立
派
に
夢
を
か
な
え
て
ほ
し
い
。」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

全
国
コ
ン
テ
ス
ト
で

　
大
口
中
生
徒
が

　
　
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞



日�

時　

12
月
17
日
貍
　
午
前
10
時
30
分
か

ら　
（
45
分
程
度
）

場
所　

中
央
公
民
館
２
階　

視
聴
覚
室

　
「
お
は
な
し
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
」
に
よ

る
ク
リ
ス
マ
ス
や
サ
ン
タ
さ
ん
の
ワ
ク
ワ

ク
す
る
お
話
で
す
。
楽
し
い
こ
と
ま
ち
が

い
ナ
シ
！

Q�　

図
書
館
で
は
、
年
間
何
枚
ぐ
ら
い
Ｃ

Ｄ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
購
入
す
る
の
？

A�

　
平
成
27
年
度
に
は
、
Ｃ
Ｄ
を
１
５
０

枚
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
92
枚
購
入
し
ま
し
た
。

他
に
Ｃ
Ｄ
15
枚
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
10
枚
を
ご
寄

贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
か
ら
Ｄ
Ｖ
Ｄ
棚
に
新
し
く
購

入
し
た
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
新
着
特
集

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
借
り
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

20 平成28年12月

図書館HP　http://www.town.oguchi.aichi.jp/2193.htm
携帯電話　https://ilisod001.apsel.jp/oguchi_library/wopc/pc/mSrv

教
え
て
！ 

図
書
館
員
さ
ん

ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会

開
館
時
間　

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

年
末
年
始
　
図
書
館
の
休
館
日
　

　

図
書
館
は
、
28
日
貉
か
ら
１
月

４
日
貉
ま
で
年
末
年
始
の
休
館
と

な
り
ま
す
。
年
末
年
始
の
休
館
に

と
も
な
い
、
14
日
貉
か
ら
27
日
貂

ま
で
は
貸
出
期
間
を
３
週
間
に
延

長
し
、
貸
出
冊
数
を
本
の
み
15
冊

に
増
や
し
ま
す
。

雑
誌
の
リ
ユ
ー
ス（
無
償
配
布
）

日�

時　

10
日
貍
　
午
前
９
時
か
ら

場
所　

図
書
館　

階
段
付
近

み
ん
な
集
ま
れ
お
は
な
し
会

日�

時　

4
日
豸
　
午
前
10
時
30
分

か
ら

場�

所　

図
書
館　

ひ
よ
こ
ル
ー
ム

問
合
せ
先　

蘂
95
―

３
９
９
９

「
君
の
名
は
。」
原
作
本
あ
り
ま
す

　

今
年
８
月
に
公
開
さ
れ
た
新
海
誠
監
督

の
長
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
「
君
の
名

は
。」
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

舞
台
の
モ
デ
ル
は
岐
阜
県
の
飛
騨
市
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
飛
騨
古
川
駅
等
は
映

画
の
聖
地
巡
礼
の
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

映
画
を
観
た
あ
な
た
も
観
て
い
な
い
あ

な
た
も
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

お
ば
さ
ん
百
科

小
川
有
里

近
衛
龍
春

工
藤
純
子

も
と
や
す
け
い
じ

セ
カ
イ
の
空
が
み
え
る
ま
ち

つ
ば
め
こ
う
く
う

戦
っ
て
候

今
月
の
新
入
り
で
す
！
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歴
史
民
俗
資
料
館
ご
利
用
案
内

休
館
日　

月
・
火
・
水
曜
日

※�

企
画
展
開
催
中
の
水
曜
日
は

開
館
し
ま
す
。

※�

祝
日
は
開
館

開�

館
時
間　

午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時

入
館
料　

無
料

問
合
せ
先　

蘂
94
―

０
０
５
５

　

姉
妹
都
市
で
あ
る
島
根
県
松
江
市
で
は

「
松
江
開
府
の
祖
」
と
称
さ
れ
る
堀
尾
吉

晴
公
が
、
現
在
の
大
口
町
で
誕
生
し
、
出

雲
の
地
で
成
し
遂
げ
た
偉
業
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
て
い
る
本
企
画
展
も
会
期
終
了
が

迫
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
だ
ご
覧
に
な
っ
て

い
な
い
方
は
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期�

間　

12
月
11
日
豸
ま
で

期�

間　

12
月
10
日
貍
　
午
後
２
時
か
ら
４

時
（
開
場　

午
後
１
時
30
分
）

場�

所　

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階　

多
目
的
室

講�

談
師　

旭
き
ょ
く
ど
う
な
ん
か
い

堂
南
海
さ
ん

木
戸
銭　

無
料

※�

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日
は

お
気
軽
に
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

堀
尾
氏
ゆ
か
り
の
品
を
お
預
か
り
し
ま
し
た

　

10
月
19
日
貉
、
松
江
城
鉄
炮
隊
統
監
・

本
間
順
一
さ
ん
か
ら
、
堀
尾
氏
に
縁
が
あ

る
と
伝
え
ら
れ

る
資
料
を
、
大

口
町
堀
尾
史
蹟

顕
彰
会
へ
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。　

　

寄
贈
資
料
は
、

大
口
町
堀
尾
史
蹟
顕
彰
会
の
依
頼
で
、
資

料
館
で
保
管
、
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

■ 

次
回
企
画
展

　

平
成
29
年
１
月
21
日
貍
か
ら
、
冬
の
企

画
展
「
ひ
な
ま
つ
り
」
を
開
催
す
る
予
定

で
す
。
例
年
大
好
評
の
お
雛
さ
ま
や
お
内

裏
さ
ま
の
衣
装
を
着
て
写
真
撮
影
が
で
き

る
コ
ー
ナ
ー
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

間もなく
終了！

http://www14.ocn.ne.jp/~o-tra-ce/

健康文化センター

トレーニングセンター利用についてほほえみプラザ通信

ほほえみプラザ5階 トレーニングセンター
　午前9時から午後9時
申込みおよび問合せ先　蘂94-0057

初めて利用・申込みされる方は初回登録が
必要です。利用カードを作成しますので、
顔写真（3㎝×2.5 ㎝）をお持ちください。
(未成年の方は保護者の印鑑が必要です。)

2 万人体力測定実施中

毎月第 2 水曜日は「体力測定の日」
今月は 12月 14日（水）に実施します (予約制 )
時間
①午前 10時から　 ②午前 11時から
③午後 1時から　　④午後 2時から
⑤午後 6時から　　⑥午後 7時から
場所
トレーニングセンター体力測定室 他

バレエの基本のバーレッスンとステップの練習をします。
音楽に合わせて楽しく踊りながら、お行儀・集中力・リズム
感・感性を育てていきます。
日時　毎週水曜日（全12回）午後 5時から 6時
定員　20名　対象　年少から小学 2年生　
料金　9,260円（3ヶ月）3,090円（1ヶ月）
講師　千田あかねさん

寒くなりましたね。冷え性、肩こりなどでお悩みの方必見
です！疲れがとれ、肩こりも楽になります。ぜひお試しく
ださい。（完全予約制）
日時　12月 8日貅、18日豸　 1月 12日貅、22日豸、28日貍
　午前 10 時から午後 5 時（最終予約　午後 4 時）

キッズバレエ

もみほぐし

 

　
秋
の
企
画
展

大
口
町
・
松
江
市
姉
妹
都
市
提
携
記
念
（
後
期
）　

堀
尾
氏
の
築
い
た

　
　
松
江
城
と
城
下
町

人気のスタジオプログラムのご案内

　
上
方
講
談
で
聴
く
!!

　
　
　
堀
尾
の
殿
様

”

“
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▽
家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら

登�

記
あ
り
家
屋　

法
務
局
（
春
日
井
市
）

で
滅
失
登
記
を
し
て
く
だ
さ
い
。

登�

記
な
し
家
屋　

役
場
税
務
課
で
取
り
壊

し
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
自
動
車
等
を
廃
車
・
譲
渡
し
た
ら

原
動
機
付
自
転
車
お
よ
び
小
型
特
殊
自
動
車　
　
　

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
・
印
か
ん
・
標
識

交
付
証
明
書
を
持
参
し
、
役
場
税
務
課

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
自
動
車
等
を
購
入
し
た
ら

原
動
機
付
自
転
車
お
よ
び
小
型
特
殊
自
動
車

印
か
ん
・
販
売
証
明
書
ま
た
は
譲
渡
証

明
書
を
持
参
し
、
15
日
以
内
に
役
場
税

務
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

住
所
な
ど
申
告
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た

場
合
も
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

原
動
機
付
自
転
車
お
よ
び
小
型
特
殊
自
動

車
以
外
の
手
続
き
場
所

三
輪
お
よ
び
四
輪
以
上
の
軽
自
動
車

軽
自
動
車
検
査
協
会
愛
知
主
管
事
務
所

小
牧
支
所

二
輪
小
型
自
動
車
・
普
通
車

中
部
運
輸
局
愛
知
運
輸
支
局　

小
牧
自

動
車
検
査
登
録
事
務
所

軽
二
輪
自
動
車
（
１
２
６
cc
か
ら
２
５
０
cc
）

　

愛
知
県
軽
自
動
車
協
会
小
牧
分
室

※
車
両
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。

　

１
月
２
日
以
降
に 

完
成
（
新
築
・
増
築
）

し
た
物
件
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度
か

ら
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
る
た
め
、

家
屋
調
査
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
建
物
の
構
造
や
使
用
資
材
を

調
査
し
て
、
来
年
度
の
固
定
資
産
税
を
算

出
す
る
た
め
の
も
の
で
、
事
前
に
調
査
日

時
を
調
整
し
、
当
日
は
職
員
が
訪
問
し
て

お
こ
な
い
ま
す
。

　

調
査
時
に
は
、
家
の
中
に
入
ら
せ
て
い

た
だ
き
、
図
面
な
ど
の
書
類
や
各
部
屋
の

仕
上
げ
材
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

税
務
課

　

蘂
95
―

１
１
１
３

税
に
関
す
る
手
続
き
の
お
知
ら
せ

家
屋
調
査
に
ご
協
力
を

小牧税務署からのお知らせ 公的年金等を受給されている方へ小牧税務署からのお知らせ 公的年金等を受給されている方へ
　公的年金等の収入金額の合計額が400万円以下（※１）で、かつ、公的年金等に係る雑所得以外の所得金額（※２）
が20万円以下である場合には、所得税および復興特別所得税の確定申告をする必要はありません。（※3）

この場合であっても、所得税および復興特別所得税の還付を受けるためには、確定申告書を提出する必要があります。
確定申告書の作成にあたっては、復興特別所得税の記入を忘れずにお願いします。
公的年金等に係る雑所得以外の所得があり、その所得金額が20万円以下で所得税および復興特別所得税の確
定申告が必要ない場合であっても、住民税の申告が必要な場合があります。住民税に関して詳しいことはお住
まいの市区町村におたずねください。
複数から受給されている場合は、その合計額です。
「公的年金等に係る雑所得以外の所得」で主なものの所得金額の計算方法は、次のとおりです。

■
■
■

※1
※2

平成27年分以後は、外国政府等から支給を受ける公的年金等など、源泉徴収制度の対象とならない公的年金等の支
給を受ける人は、この制度の適用はできません。

※3

所得の種類 所得の内容 所得金額の計算方法

給与所得
給与・賞与、
パート収入など

個人年金、原稿料など 総収入金額 － 必要経費

生命保険の満期返戻金など

株式や出資の配当など 収入金額 － 株式などの元本取得に要した負債の利子

{ 総収入金額 － 収入を得るために直接要した金額
－特別控除額（最高50万円）} × １／2一時所得

雑所得（公的年金等以外）

配当所得

給与等の収入金額 － 給与所得控除
なお、給与等の収入金額が85万円を超える場合は、所得金額
は20万円を超えます。　

上場株式等に係る配当所
得の申告不要制度を選択
した場合は除きます。

問合せ先　小牧税務署　蘂 0568-72-2111

※



▽�
扶
養
控
除

扶
養
控
除
に
は
所
得
の
制
限
が
あ
り
ま

す
。
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
38
万
円

を
超
え
る
方
は
、
被
扶
養
者
に
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

２
人
以
上
が
同
一
人
を
重
複
し
て
扶
養

控
除
の
対
象
と
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ

ん
。

▽�

障
害
者
控
除
等

障
害
者
控
除
、
寡
婦
（
夫
）
控
除
の
適

用
漏
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
前
年
に

申
告
し
た
控
除
が
引
き
継
が
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽�

住
宅
ロ
ー
ン
控
除

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
を
受
け
ら
れ

る
方
は
、
１
年
目
は
必
ず
３
月
15
日
ま

で
に
確
定
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
期

限
を
過
ぎ
ま
す
と
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

２
年
目
以
降
も
、
勤
務
先
の
年
末
調
整

で
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
さ
れ
な
い
方
は

３
月
15
日
ま
で
に
確
定
申
告
を
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

税
務
課

　

蘂
95
―

１
１
１
２

確
定
申
告
、
町
・
県
民
税
申
告
の
注
意
点

国
道
41
号　

年
末
年
始
集
中
工
事
の
お
知
ら
せ

小
牧
市
内　

上
下
車
線
規
制
・
夜
間
通
行
止
め

　

国
土
交
通
省
で
は
、
交
通
渋
滞
の
緩
和

に
向
け
国
道
41
号
の
小
牧
市
村
中
か
ら
犬

山
市
五
郎
丸
（
延
長
7
㎞
）
に
お
い
て
現

況
４
車
線
を
６
車
線
化
す
る
事
業
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

こ
の
中
で
小
牧
市
内
の
盤
下
げ
工
事
は
、

国
道
41
号
の
大
型
車
等
交
通
量
が
少
な
く

な
る
年
末
年
始
期
間
に
お
い
て
、
車
線
規

制
を
伴
う
集
中
工
事
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

集
中
工
事
の
国
道
41
号
規
制
内
容

▽
上
下
車
線
規
制

12
月
28
日
貉　

午
後
10
時
か
ら

平
成
29
年
１
月
４
日
貉
　
午
前
６
時
ま

で
▽
夜
間
通
行
止
め

　

12
月
29
日
貅
、
30
日
貊
両
日

　

午
後
10
時
か
ら
翌
朝
６
時
ま
で

▽
集
中
工
事
区
間

国
道
41
号　

村
中
交
差
点
か
ら
横
内
惣

境
交
差
点

※�

集
中
工
事
期
間
中
は
道
路
の
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

工
事
に
関
す
る
情
報
は
、
国
土
交
通
省

愛
知
国
道
事
務
所　

国
道
41
号
年
末
年

始
集
中
工
事
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。http://www.cbr.m

lit.go.jp/
aikoku/h28route41

「
愛
知
国
道
」
で
検
索

工
事
に
関
す
る
問
合
せ

国
道
41
号
集
中
工
事
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー　

蘂
０
１
２
０
―

２
９
７
―

４
１
５

（
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
受
付
期
間　

平

成
29
年
１
月
５
日
ま
で
）

23平成28年12月



今
月
の
健
康
俳
句　

身
に
入
む
や
叔
母
の
補
聴
器
あ
て
て
み
る

安
藤　

亮
子

今
月
の
健
康
川
柳　

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
大
口
俳
句
会
・
大
口
川
柳
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
こ
こ
ろ
」
の
健
康
づ
く
り
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

く
す
り
よ
り
食
が
大
事
と
医
者
は
言
い

安
藤　

久
子

24 平成28年12月

▲▲

譁
譌
譏
譎
證
譖
譛
譚
譫
譟

譬
譯
譴
譽
讀
讌
讎
讒
讓
讖
讙
讚
谺
豁
谿
豈

豌
豎
豐
豕
豢
豬
豸
豺
貂
貉
貅
貊
貍

軈
軋
軛
軣
軼
軻
軫
軾
輊
輅
輕
輒

蘂
薑
薊
薨
蕭
薔
薐
藉
薺
藏
薹
藐
藕
藝
藥
藜
蠅
螢
螟
螂
螯

蟋
螽
蟀
蟐
雖
螫

蠢
蠡
蠱
蠶
蠹
蠧
蠻
衄
衂
衒
衙
衞
衢
衫
袁
衾
袞

衵
衽
袵
衲
袂
袗
袒
袮
袙
袢
袍
袤
袰
袿
袱
裃

裄
裔
裘
裙
裝
裹
褂
裼
裴
裨
裲
褄
褌
褊
褓
襃

褞
褥
褪
褫
襁

譁
譌
譏
譎
證
譖
譛
譚
譫
譟

譬
譯
譴
譽
讀
讌
讎
讒
讓
讖
讙
讚
谺
豁
谿
豈

豌
豎
豐
豕
豢
豬
豸
豺
貂
貉
貅
貊
貍

軈
軋
軛
軣
軼
軻
軫
軾
輊
輅
輕
輒

薑
薊
薨
蕭
薔
薐
藉
薺
藏
薹
藐
藕
藝
藥
藜
蠅
螢
螟
螂
螯

蟋
螽
蟀
蟐
雖
螫

蠢
蠡
蠱
蠶
蠹
蠧
蠻
衄
衂
衒
衙
衞
衢
衫
袁
衾
袞

衵
衽
袵
衲
袂
袗
袒
袮
袙
袢
袍
袤
袰
袿
袱
裃

裄
裔
裘
裙
裝
裹
褂
裼
裴
裨
裲
褄
褌
褊
褓
襃

褞
褥
褪
褫
襁

▲ 1

2

3

生活改善の鍵は体内時計生活改善の鍵は体内時計

シリーズ②

運動能力低下・血糖調整力の低下
エネルギー代謝低下・脂質代謝低下など

肥満・高血圧
糖尿病

脂質異常症など

肥満・高血圧
糖尿病

脂質異常症など

肥満・高血圧
糖尿病

脂質異常症など
体内時計は毎日ずれる !体内時計は毎日ずれる !

①朝陽を浴びて深呼吸
　⇒脳の時計をリセット

②朝ごはんを食べる
　⇒内臓の時計をリセット

日の出とともに朝陽を浴び、朝食を摂る
ことで体内時計はリセットされます。そ
してリセットされてからおよそ１６時間後
に眠たくなるように人間の体はプログラ
ムされています。最近では、朝食を食べ
ない人は、食べている人に比べて 5 倍、
肥満になりやすい事もわかってきました。
「朝食を食べないと、その分、摂取カロリー
は減るはずなのに･･･」生活リズムの影響
はとても大きいことがわかります。血糖値のコントロールと生活リズム血糖値のコントロールと生活リズム

１日３回、規則的に食事をすると血糖値は安定しやすいですが、朝食を抜くとリズムが崩れ、昼食や夕食後の
血糖値が急上昇してしまいます。また、同じ内容の食事をしていても、日中と夜間では血糖値の上がり方が違い、
夜８時以降の食事は血糖値が高くなりやすいと言われています。これも体内時計による日周リズムの影響です。
食事時間や、１日３食の食事量の配分なども血糖値に大きく関わります。

次回「正しく知ろう ! 糖尿病」シリーズ③は≪食事編≫です。
血糖値を上手にコントロールするための効果的な食事についてお伝えします。

７時 12時 18時 24時

100
150
200

(mg/cl)
血糖値

時間

朝食 昼食 夕食
▼ ▼ ▼

▼
▼

７時 12時 18時 24時

100
150
200

(mg/cl)
血糖値

時間

昼食 夕食
▼ ▼

▼

▼

24 時間 25 時間

１
時
間
以
内
に
！

私たちの暮らし（社会生活のリズム）は、１日24時間ですが、
日周リズムは１日25 時間で刻まれており、毎日およそ１時間の
ズレが生じています。このリズムのズレは毎日リセットしないと、
体にさまざまな影響を及ぼします。

リセットして
　16時間後

▲

▲▲

１
時
間
の
ズ
レ

１
時
間
の
ズ
レ
▲▲

90

90分
リズム3060

10

20

4050

70

80

日

週周
リズム

水

土 月

火

木

金

春

年周
リズム

夏

秋

冬

生活リズム
（体内時計）の乱れ

月周
リズム

12

日周
リズム 3

6

9

1
2

4
7

8

11
10

5

あさひ

あさひ

　私たちの体は、５つの体内時計を持っており、体温や血圧、睡眠などの生活活動
をはじめ、気分や感情など、あらゆる健康管理の司令塔になっています。
その中で最も基本的なリズムが「日周リズム」で、血糖値の変動もこのリズムによ
り調節されています。
不規則な生活が続き、この日周リズムが崩れると血糖値のコントロールも乱れます。

糖尿病糖尿病正しく知ろう! シリーズ②

～早起き・早寝・朝ごはんのススメ～～早起き・早寝・朝ごはんのススメ～

12

日周
リズム 3

6

9

1
2

4
7

8

　私
をは
その
り調
不規

月周
リズム

90

90分
リズム3060

10
20

4050

70

80

日

週周
リズム

水

土 月

火

木

金

春

年周
リズム 夏

秋

冬生活改善 の 鍵 は 体内時計生活改善 の 鍵 は 体内時計

11
10

5

　私たちの体は、５つの体内時計を持っており、体温や血圧、睡眠などの

生活活動をはじめ、気分や感情など、あらゆる健康管理の司令塔になって

います。その中で最も基本的なリズムが「日周リズム」で、血糖値の変動

もこのリズムにより調節されています。不規則な生活が続き、この日周リ

ズムが崩れると血糖値のコントロールも乱れます。

糖尿病糖尿病正しく知ろう!

～早起き・早寝・朝ごはんのススメ～
生活改善 の 鍵 は 体内時計生活改善 の 鍵 は 体内時計



25平成 28年 12月

日 
時　

12
月
２
日
貊　

午
前
10
時
30
分

か
ら
11
時
30
分

場 

所　

憩
い
の
四
季　

娯
楽
室

※
町
送
迎
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対 

象　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
方

内 

容　

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

講 

師　

岐
阜
県
音
楽
療
法
士　

英
は
な
ぶ
さ
み
ち
よ

通
代

さ
ん

問
合
せ
先　

憩
い
の
四
季　

　
蘂
95
―

１
７
３
９

　

放
送
大
学
で
は
平
成
29
年
度
第
１
学

期
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。
放
送
大
学

は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
自
然

科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

出 

願
期
間　

第
１
回　

２
月
28
日
貂
ま

で　

第
２
回　

３
月
20
日
豺
ま
で　

資 

料
請
求
お
よ
び
問
合
せ
先　

放
送
大

学
愛
知
学
習
セ
ン
タ
ー　

　
蘂
０
５
２
ー

８
３
１
ー

１
７
７
１

①
乳
幼
児
を
持
つ
マ
マ
の
た
め
の
ヨ
ガ

　

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
ヨ

ガ
の
動
き
を
取
り
入
れ
て
い
き
ま
す
。

日
頃
の
運
動
不
足
の
解
消
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
。

日 

時　

12
月
１
日
貅　

午
前
10
時
か
ら

11
時
30
分

持 

ち
物　

水
分
補
給
用
飲
み
物

②
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
も
う

　

ク
リ
ス
マ
ス
の
楽
し
い
お
話
や
楽
器

を
使
っ
て
遊
び
ま
す
。

日 
時　

12
月
15
日
貅　

午
前
10
時
か
ら

11
時
30
分

場 

所　

①
②
と
も
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２

階
プ
レ
イ
ル
ー
ム

　

ど
ち
ら
の
企
画
も
お
孫
さ
ん
と
お
じ

い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
参
加
も

歓
迎
で
す
。

問 

合
せ
先　

子
ど
も
と
文
化
の
森　

蘂
94
ー

１
２
２
３　

午
後
１
時
か
ら
5

時
（
月
曜
か
ら
金
曜
日
）

12
月
２
日
は
社
会
保
険
労
務
士
の
日

　

年
金
・
労
働
社
会
保
険
・
人
事
労
務
の

専
門
家
で
あ
る
社
会
保
険
労
務
士
が
あ
な

た
の
生
活
に
密
着
し
た
身
近
な
問
題
の
相

談
や
疑
問
に
無
料
で
お
応
え
し
ま
す
。

日 

時　

12
月
４
日
豸　

午
前
10
時
か
ら

午
後
３
時
ま
で

場 

所　

▽
ア
ピ
タ
大
口
店　

▽
ア
ピ
タ

江
南
西
店　

▽
イ
オ
ン
モ
ー
ル
扶
桑

内 

容　

年
金
、
定
年
後
の
再
就
職
、
パ
ー

ト
の
有
給
休
暇
取
得
、
会
社
で
の
ト

ラ
ブ
ル
、
育
児
休
業
な
ど

問 

合
せ
先　

愛
知
県
社
会
保
険
労
務
士

会
　
蘂
０
５
８
６
ー

68
ー

５
７
１
１

講
習
会
・
教
室

講
習
会
・
教
室

さ
く
ら
大
学（
高
齢
者
教
室
）

中
央
公
民
館
２
階
／
生
涯
学
習
課

　

95
ー
３
１
５
５

蘂

募　

集

募　

集

そ
の
他

そ
の
他

放
送
大
学
４
月
生
募
集

中
央
公
民
館
２
階
／
生
涯
学
習
課

　

95
ー
３
１
５
５

蘂

親
子
ふ
れ
あ
い
広
場

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

　

94
ー
１
２
２
２

蘂
社
会
労
務
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

役
場
／
政
策
推
進
課

　

95
ー
１
６
１
６　

蘂

口
呼
吸
と
不
正
咬
合　

舌
の
位
置

　

不
正
咬
合
の
原
因
に
は
、
指
し
ゃ

ぶ
り
や
頬
づ
え
な
ど
の
悪
習
癖
で
顎

が
歪
ん
で
し
ま
っ
た
り
、
遺
伝
に
よ

り
顎
の
骨
の
形
や
大
き
さ
が
親
に
似

て
し
ま
う
例
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

中
で
も
意
外
と
多
い
の
は
口
呼
吸

に
よ
る
不
正
咬
合
で
す
。
ア
デ
ノ
イ

ド
（
咽
頭
扁
桃
）
の
肥
大
に
よ
り
気

道
が
狭
く
な
っ
た
り
、
鼻
閉
に
よ
り

口
呼
吸
に
な
る
こ
と
が
小
学
生
の
お

子
さ
ん
に
多
く
認
め
ら
れ
る
よ
う
で

す
。
人
は
呼
吸
を
し
な
い
と
生
き
て

い
け
な
い
の
で
鼻
閉
や
ア
デ
ノ
イ
ド

の
肥
厚
で
気
道
が
狭
く
な
る
と
、
鼻

呼
吸
で
は
な
く
、
自
ず
と
口
で
呼
吸

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
口
を
ポ
カ

ン
と
開
け
て
い
る
状
態
で
す
。
こ
の

状
態
で
い
る
と
、
僅
か
で
す
が
ほ
っ

ぺ
た
か
ら
の
内
向
き
の
圧
力
が
強
く

な
り
、
上
顎
の
歯
列
が
横
か
ら
押
さ

れ
る
た
め
先
の
尖
っ
た
逆
V
字
型
の

顎
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
口
呼
吸
を
し
や
す
く
す
る
為

に
、
舌
の
位
置
を
無
意
識
に
変
え
て

し
ま
い
ま
す
。
安
静
時
も
、
お
し
ゃ

べ
り
を
し
た
り
、
食
べ
た
り
す
る
時

も
本
来
あ
る
べ
き
位
置
に
舌
が
あ
り

ま
せ
ん
。
舌
の
位
置
は
と
て
も
重
要

で
舌
の
位
置
が
ど
こ
に
く
る
か
で

様
々
な
不
正
咬
合
が
出
現
し
て
く
る

の
で
す
。

―
普
通
救
命
講
習
会
―

日 

時　

12
月
17
日
貍　

午
前
９
時
か

ら
正
午

場
所　

丹
羽
消
防
署
本
署

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

　

丹
羽
消
防
署
本
署　

蘂
95
―
５
１
５
１

　

大
口
出
張
所　

蘂
95
―

0
１
１
９
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日 

時　

12
月
20
日
貂　

午
前
９
時
30
分

か
ら
11
時

※ 

毎
月
第
３
火
曜
日
の
同
時
間
に
開
催

し
て
い
ま
す
。　

場 
所　

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
会
議
室

対 
象　

45
歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲

の
あ
る
方

問 

合
せ
先　

公
益
社
団
法
人
大
口
町
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー　

　
蘂
95
―

８
１
０
１

　

年
末
は
、
お
買
物
や
金
融
機
関
等
で
お

金
が
出
入
り
す
る
機
会
が
増
え
る
た
め
、

ひ
っ
た
く
り
や
置
き
引
き
等
の
犯
罪
や
、

住
宅
侵
入
盗
の
被
害
が
増
加
し
ま
す
。

　

大
口
町
で
の
犯
罪
件
数
は
、
今
年
の

９
月
末
現
在
に
お
い
て
１
７
６
件
（
前

年
比
23
件
減
）
と
昨
年
に
比
べ
て
減
少

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
車
上
ね
ら
い

は
11
件
（
前
年
比
３
件
増
）、
自
転
車
の

盗
難
は
22
件
（
前
年
比
３
件
増
）
と
昨

年
よ
り
増
加
し
て
い
ま
す
。
車
の
中
に

は
貴
重
品
を
置
か
ず
、
自
転
車
に
は
鍵

を
２
つ
か
け
る
な
ど
、
防
犯
対
策
に
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
愛
知
県
内
で
は
、
還
付
金
等

詐
欺
事
件
が
今
年
の
９
月
末
現
在
に
お

い
て
３
０
３
件
（
前
年
比
２
１
７
件
増
）

も
発
生
し
て
お
り
、
昨
年
に
比
べ
て
激

増
し
て
い
ま
す
。
大
口
町
内
で
も
、
不

審
な
電
話
が
掛
か
っ
て
き
て
い
ま
す
の

で
、
お
金
に
関

す
る
電
話
が
掛

か
っ
て
き
た
と

き
は
、
必
ず
警

察
や
家
族
の
方

と
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

運 

動
期
間　

12
月
１
日
貅
か
ら
20
日
貂

問
合
せ
先　

町
民
安
全
課　

　
蘂
95
―

１
９
６
６

地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

　

こ
の
講
座
は
、
地
域
で
防
災
・
減
災

を
推
進
す
る
『
防
災
リ
ー
ダ
ー
』
の
養

成
を
目
的
に
、
防
災
の
基
礎
知
識
を
修

得
す
る
講
座
で
す
。
地
域
の
〝
危
険
〞

を
知
り
、
災
害
を
想
像
す
る
と
こ
ろ
か

ら
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

開
催
日
時
お
よ
び
会
場

① 

平
成
29
年
１
月
21
日
貍　

午
後
１
時

か
ら
午
後
４
時
ま
で

小
牧
市
役
所　

６
階

② 

平
成
29
年
１
月
22
日
豸　

午
前
10
時

か
ら
午
後
４
時
ま
で

午
前　

小
牧
市
民
会
館

午
後　

小
牧
市
役
所　

６
階

③ 

平
成
29
年
１
月
28
日
貍　

午
前
９
時

か
ら
午
後
４
時
ま
で

小
牧
消
防
署　

３
階　

講
堂

※
３
日
間
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

対 

象
者　

町
内
に
お
住
ま
い
で
地
域
防

災
に
関
心
が
あ
る
方
（
高
校
生
以
上
）

定
員　

40
名
（
先
着
順
）

内 

容　

避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
（
Ｈ
Ｕ
Ｇ
）、

応
急
手
当
実
習
、
災
害
図
上
訓
練
（
Ｄ

Ｉ
Ｇ
）、
救
急
救
助
実
習
、
防
災
講
演

会
講 

師　

小
牧
防
災
リ
ー
ダ
ー
会
他

参
加
料　

無
料

申 

込
み
方
法　

町
民
安
全
課
窓
口
ま
た

は
、電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。（
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
お

伝
え
く
だ
さ
い
。）

申 

込
み
受
付
期
間　

12
月
１
日
貅
か
ら

26
日
豺
ま
で

※ 

講
座
全
日
出
席
者
に
は
『
修
了
証
』

を
発
行
し
ま
す
。

主 

催　

５
市
町
（
小
牧
市
、
江
南
市
、

犬
山
市
、
扶
桑
町
、
大
口
町
）

問
合
せ
先　

町
民
安
全
課　

　
蘂
95
―

１
９
６
６

　

年
末
は
忙
し
く
な
り
、
忘
年
会
な
ど

飲
酒
の
機
会
が
増
え
、
１
年
を
通
じ
て

日
没
時
間
が
最
も
早
く
、
夕
暮
れ
時
か

ら
夜
間
に
か
け
て
交
通
事
故
発
生
の
危

険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

危
険
な
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
、
子
ど

も
と
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
よ

う
心
掛
け
、
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て

の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
車
の
運
転
者
は
夕
暮
れ
時
に

は
早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
さ
せ
、
歩
行

者
・
自
転
車
利
用
者
は
反
射
材
等
を
利

用
し
て
夜
間
の
交
通
事
故
に
気
を
付
け

ま
し
ょ
う
。

運 

動
期
間　

12
月
１
日
貅
か
ら
10
日
貍

問
合
せ
先　

町
民
安
全
課　

　
蘂
95
―

１
９
６
６

　

愛
知
県
お
よ
び
大
口
町
で
は
、「
青
少

年
の
非
行
・
被
害
防
止
に
取
り
組
む
県

民
運
動
」
の
冬
期
運
動
期
間
と
し
て
、

青
少
年
の
非
行
防
止
に
対
す
る
意
識
の

高
揚
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

青
少
年
は
自
分
自
身
で
、
深
夜
は
い

か
い
等
不
良
行
為
防
止
や
薬
物
乱
用
防

止
、
適
正
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用

等
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
家
庭
・

学
校
・
地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ
て
、

青
少
年
の
非
行
防
止
の
推
進
を
図
り
ま

し
ょ
う
。

運 

動
期
間　

12
月
20
日
貂
か
ら
平
成
29

年
１
月
10
日
貂
ま
で

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
会
員
入
会
説
明
会

公
益
社
団
法
人
大
口
町
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー・ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

　

95
ー
８
１
０
１　

蘂
年
末
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運
動

役
場
／
町
民
安
全
課

　

95
ー
１
９
６
６　

蘂

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

役
場
／
町
民
安
全
課

　

95
ー
１
９
６
６

蘂

５
市
町
合
同
防
災
カ
レ
ッ
ジ

役
場
／
町
民
安
全
課

　

95
ー
１
９
６
６

蘂

青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
に
取
り
組
む
県
民
運
動

中
央
公
民
館
２
階
／
生
涯
学
習
課

　

95
ー
３
１
５
５

蘂
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『
年
を
と
る
と
ど
う
し
て
聞
こ
え
が
悪

く
な
り
耳
鳴
り
が
す
る
の
？
』

難
聴
・
耳
鳴
り
の
し
く
み
と
対
処
法

日 
時　

12
月
16
日
貊
　
午
後
２
時
か
ら

３
時
30
分

場 

所　

江
南
市
民
文
化
会
館　

第
1
会

議
室

講 

師　

愛
知
医
科
大
学
医
学
部
耳
鼻
咽

喉
科
学
講
座　

教
授　

植
田
広
海
さ
ん

定
員　

１
２
０
名
（
先
着
順
）

※
入
場
無
料
（
事
前
申
込
み
不
要
）

問 

合
せ
先
　
公
益
社
団
法
人　

愛
知
県

医
師
会　

　
蘂
０
５
２
ー

２
４
１
ー

４
１
３
９

　

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、脊
髄
小
脳
変
性
症
、

多
系
統
委
縮
症
、
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症

等
の
神
経
系
難
病
の
患
者
さ
ん
と
そ
の
家

族
を
対
象
に
医
療
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
病
気
の
症
状
や
治
療
に
関
す
る
相
談

を
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日 

時　

平
成
29
年
１
月
13
日
貊　

午
後

２
時
か
ら
４
時

内 

容　

医
療
相
談
会　

愛
知
医
科
大
学

病
院　

神
経
内
科　

道
勇 

学
さ
ん

定 

員　

４
名
程
度
（
先
着
順
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。）

場 

所　

江
南
市
布
袋
ふ
れ
あ
い
会
館

申 

込
み
期
間
　
12
月
22
日
貅
ま
で

申 

込
み
お
よ
び
問
合
せ
先
　
江
南
保
健

所
健
康
支
援
課　

地
域
保
健
グ
ル
ー

プ
（
難
病
担
当
）　

蘂
56
ー

２
１
５
７

　

平
成
29
年
4
月
入
学
（
全
日
制
３
年

課
程
）
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

一
般
入
学
　
▽
定
員
40
名

▽ 

願
書
受
付
期
間　

　

12
月
8
日
貅
か
ら
21
日
貉

▽ 

試
験
日　

一
次
試
験　

平
成
29
年
1

月
13
日
貊　

二
次
試
験　

平
成
29
年

1
月
29
日
豸　
（
一
次
試
験
合
格
者
）

※ 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://bihokukango.ac.jp/

問 

合
せ
先　

尾
北
看
護
専
門
学
校　

　
蘂
95
ー

７
０
２
２

　

献
血
を
お
こ
な
い
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日 

時　

12
月
16
日
貊　

午
前
10
時
か
ら

11
時
30
分
、
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

場 

所　

大
口
町
役
場

問 

合
せ
先　

福
祉
こ
ど
も
課　

ほ
ほ
え

み
プ
ラ
ザ
１
階　

蘂
94
ー

１
２
２
２

愛
知
県
医
師
会
健
康
教
育
講
座

公
益
社
団
法
人
大
口
町
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー・ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

　

95
ー
８
１
０
１　

蘂
神
経
系
難
病
医
療
相
談
会

公
益
社
団
法
人
大
口
町
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー・ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

　

95
ー
８
１
０
１　

蘂

尾
北
看
護
専
門
学
校
学
生
募
集

公
益
社
団
法
人
大
口
町
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー・ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

　

95
ー
８
１
０
１　

蘂
献
血
に
ご
協
力
を

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

　

94
ー
１
２
２
２

蘂

善　

意

善　

意

例
え
ば
…

▽ 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

い
。

▽ 

手
帳
の
交
付
を
受
け
た
い
。

▽ 

成
年
後
見
制
度
を
利
用
し
た

い
。

▽ 

年
金
や
医
療
に
つ
い
て
知
り
た

い
。

▽ 

発
達
に
遅
れ

が
あ
る
と
い

わ
れ
た
が
、

子
ど
も
に
何

が
で
き
る
か

知
り
た
い
。

▽ 

幼
児
期
か
ら
小
中
学
校
を
経
て

大
人
に
な
る
ま
で
切
れ
目
な
く

支
援
を
受
け
た
い
。

▽ 

障
が
い
の
事
を
理
解
し
て
く
れ

る
と
こ
ろ
で
働
き
た
い
。

▽ 

会
社
で
障
が
い
者
を
雇
い
た
い

が
、
気
を
付
け
る
こ
と
は
何
か

知
り
た
い
。

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
が
あ
り
ま

す
。

　

制
度
や
サ
ー
ビ
ス
の
案
内
を
お

こ
な
う
だ
け
で
な
く
、
必
要
に
応

じ
て
保
育
園
・
幼
稚
園
・
学
校
・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
・
会
社
な

ど
と
連
携
し
て
、
お
困
り
ご
と
の

解
決
や
希
望
す
る
生
活
の
実
現
に

向
け
て
、
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
対

応
し
ま
す
。

　

ご
本
人
、
ご
親
族
だ
け
で
な
く

誰
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問 

合
せ
先　

大
口
町
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー

　

蘂
94
ー

２
２
２
７

障
が
い
の
あ
る
方
の
支
援
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す　

　

大
口
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
障
が
い
（
身
体
障
が
い
・
知

的
障
が
い
・
精
神
障
が
い
・
発
達
障
が
い
・
難
病
）
に
関
す
る
事
に
つ
い

て
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

大口町地域包括支援センター便り

大口町
地域包括支援センター便り

大口町
地域包括支援センター便り

高齢者と障がい者の総合相談窓口高齢者と障がい者の総合相談窓口
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無
料
相
談

無
料
相
談

無料相談無料相談

平成28年

 12 月
1 木 親子ふれあい広場（25）

2 金 さくら大学（25）

3 土 愛知駅伝 (2)

4 日
みんな集まれおはなし会（20）
社会労務士による無料相
談会 (25)

5 月
6 火
7 水 北保育園園庭開放（16）

8 木

9 金

10 土 雑誌のリユース（20）
上方講談『堀尾の殿様』(21)

11 日
第 5 回 ＮＯＢ　にこにこおも
ちゃの文化祭 (19)
多文化共生フェスティバル (32)

12 月

13 火 南・西・大口中保育園
園庭開放（16）

14 水 2万人体力測定（21）

15 木 親子ふれあい広場（25）

16 金 献血（27）

17 土 クリスマスおはなし会(20)
普通救命講習会（25）

18 日

19 月

20 火 ワークセンター会員入
会説明会（26）

21 水

22 木

23 金

24 土

25 日

26 月

27 火

28 水

29 木

30 金

31 土

※（　）内はページ数です。
※ 図休 は図書館の休館日です。

図休

図休

図休

図休

人権相談 7（水）（先着順）
午後1:30 〜 4:00

役場1階会議室 内容　いじめ問題等
問合せ先　町民安全課　蘂95-1966　

行政相談 7（水）（先着順）
午後1:30 〜 4:00

役場1階相談室 内容　苦情要望等
問合せ先　町民安全課　蘂95-1966

不動産相談 8（木）（先着順）
午後1:00 〜 4:00

役場1階相談室 内容　不動産全般
問合せ先　町民安全課　蘂95-1966

厚生年金相談
22 （木）（予約制）
午前10:00 〜正午
午後1:00 〜 3:00

役場1階相談室 内容　厚生年金全般

問合せ先　戸籍保険課　蘂95-1116

多重債務者相談
 14�（水）（予約制 前日

の午後５時まで）
午後6:00 〜 9:00

役場1階相談室 内容　サラ金問題等

問合せ先　町民安全課　蘂95-1966

法律相談 21（水）（予約制）
午後1:00 〜 4:00

役場1階相談室 内容　相続、金銭問題等
問合せ先　町民安全課　蘂95-1966

消費生活相談 20（火）（先着順）
午前9:00 〜正午

役場1階相談室 内容　消費生活全般
問合せ先　町民安全課　蘂95-1966

登記相談 27（火）（先着順）
午後1:00 〜 3:00

役場1階相談室 内容　土地の地目変更等
問合せ先　町民安全課　蘂95-1966

家庭児童相談 21（水）（予約制）
午前10:00 〜午後3:30

北児童センター 対象　児童（18歳未満）の保護者
問合せ先　福祉こども課　蘂94-1222 

心配ごと相談

7（水）
21（水）
21（水）

午前10:00〜午後3:30（予約優先）
午前10:00〜午後3:30（予約優先）
午後1:30 〜 4:30（予約制）

女性相談員 , 母子・父子自立支援員
女性相談員
高齢・障がい者の弁護士相談　

場所　ほほえみプラザ2階　社会福祉協議会 蘂94-0060

ふれあいルーム
おおぐち

児童・生徒の心の居場所として自立を支援するため、相談・指
導をおこないます。
日時　月曜日から金曜日　午前9:00 〜午後3:00（祝日除く）
場所　ほほえみプラザ２階
　（入室希望は、学校教育課　蘂95-4446へご連絡ください）
問合せ先　ふれあいルームおおぐち　蘂95-7773

就学相談

来年４月に小学校に入学する予定で、お子さんの障がいや成長
のことで不安を感じている保護者の方を対象に就学相談窓口を
開設しています。
対�象者　①身体に障がいのあるお子さん　②知的発達に遅れが

みられるお子さん　③情緒面に不安のあるお子さん　④障が
いではないが、成長・発達に遅れがみられるお子さん　⑤病
弱・身体虚弱のお子さん
相�談方法　● 電話または学校教育課窓口　● 必要に応じて小

学校の見学
相談日時　毎週月曜日から金曜日　午前8:30 〜午後5:15
※祝日および正午から午後１時を除く。
問合せ先　学校教育課　蘂95-4446

図休

図休
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ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
（
健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
）
２
階　

保
健
セ
ン
タ
ー

BCG 予防接種 9（金） 午後 1:00
～ 1:20

平成 28 年 7 月生まれ（予診票、母子健康手帳を
持参）※対象以外は要予約

体力測定 9（金） 午後 1:30
～ 2:20 町内にお住まいの方

４か月児健診 21（水） 午後 1:00
～ 1:20

平成 28 年 8 月生まれ　※助産師による母乳相談
もあります。（４か月児健診対象者以外は要予約）

10 か月児健診 13（火） 午後 1:00
～ 1:20 平成 28 年 2 月生まれ

１歳６か月児健診 20（火） 午後 1:00
～ 1:20 平成 27 年 5 月生まれ

３歳児健診 7（水） 午後 1:00
～ 1:20 平成 25 年 11 月生まれ

２歳児歯科健診 14（水） 午後 1:15
～ 1:30

平成 26 年 6 月生まれ、平成 26 年 12 月生まれ
（母子手帳、歯ブラシ、コップ、タオルを持参）

母子健康手帳交付説明会 1（木）
15（木）

午前９:40
～９:50

母子健康手帳発行、妊娠初期の保健指導
（妊娠届出書を持参）

子育て相談室 19（月） 午前９:00
～ 11:00

身長・体重測定、育児・発育・発達相談
※要予約

もぐもぐ離乳食教室 14（水） 午前 9:15
～ 9:30

離乳食後期以降のお話と調理実習（家族の食事か
らの取り分け方）※要予約

フレッシュママの会 2（金） 午後 1:15
～ 1:30

生後２か月から４か月の乳児とお母さん
内容：ベビーマッサージ・座談会

保健師・栄養士による
健康相談 9（金） 午前９:30

～ 11:30
生活習慣病予防、食生活、その他健康についての相談　
※第 1・3 金曜日は戸籍保険課でも相談可。※要予約

歯科衛生士による口腔相談 9（金） 午前９:30
～ 11:30

歯についての悩みや、歯のお手入れ方法などの相談　
※要予約

１
階
ロ
ビ
ー

歩く健康の集い 13（火）
20（火）

午前９:30
～９:45

元気体操（ストレッチ）、血圧測定の後に 1 時間
程度ウォーキング（雨天中止）

ポールウォーキング
自主活動 毎週水曜日 午前 9:30 ポール体操とポールウォーキング

※予約不要　（雨天中止）

地
域
で
の
介
護
予
防

ひだまりの会
中小口コミュニティーセンター 9（金） 午前 10:00 外出する機会の少ない高齢者の方を対象に、レクリエー

ション・筋力トレーニング等介護予防活動をおこないます。

しなやかお達者の会
余野学共施設

6（火）
20（火）

午前 10:00 介護予防のための筋力トレーニングを中心とした運
動・その他レクリエーションをおこないます。しなやかお達者の会

豊田学共施設
13（火）
27（火）

無
料
相
談

無
料
相
談

保健センター行事カレンダー保健センター行事カレンダー
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小
口
城
址
公
園
で
伝
統
芸
能
発
表
会
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

発
表
会
は
、
各
地
域
の
伝
統
芸
能
を
多

く
の
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
平
成
14
年
か
ら
春
（
堀
尾
跡
公
園
）

と
秋
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
河
北
地

区
の
木
遣
り
か
ら
始
ま
り
、
各
地
域
に
伝

わ
る
獅
子
屋
形
の
お
囃
子
が
下
小
口
、
中

小
口
、
上
小
口
地
区
の
順
に
披
露
さ
れ
ま

し
た
。い
つ
の
時
代
も
受
け
継
が
れ
て
い
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

南
小
学
校
で
西
濃
運
輸
譁
に
よ
る
交
通

安
全
教
室
と
児
童
か
ら
募
集
し
た
防
犯
や

交
通
安
全
の
ポ
ス
タ
ー
と
標
語
の
優
秀
作

品
の
表
彰
式
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
テ
ー
マ

は
『
交
通
安
全
』。
校
庭
で
は
、
ト
ラ
ッ
ク

の
死
角
や
内
輪
差
に
よ
っ
て
車
に
巻
き
込

ま
れ
る
危
険
性
を
運
転
席
で
実
際
に
体
験

す
る
交
通
安
全
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、『
南
地
域
５
か
年
計
画
』
に
活
用

す
る
、
地
域
の
方
の
声
が
書
か
れ
た
『
み
ん

な
の
知
恵
袋
カ
ー
ド
』
も
回
収
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
み
た
ら
し
や
焼
き
そ
ば
、
豚

汁
が
振
る
舞
わ
れ
、
地
域
の
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

第
３
回　

地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト

南
地
域
自
治
組
織

　

11
月
５
日
貍
、
６
日
豸
に
『
ふ
れ
あ
い

ま
つ
り
２
０
１
６
』
が
開
催
さ
れ
、
大
勢

の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
姉
妹
都
市
と
な
っ
た
島
根
県
松
江

市
か
ら
松
江
観
光
協
会
な
ど
の
皆
さ
ん
が
参

加
。
松
江
観
光
ガ
イ
ド
「
ち
ど
り
娘
」
が
松

江
市
を
P
R
す
る
な
ど
、
ま
つ
り
を
盛
り
上

げ
て
く
れ
ま
し
た
。
他
に
、
ま
ち
づ
く
り
団

体
、
子
ど
も
会
、
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
企
業
、

行
政
が
協
力
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
出
展
。

多
く
の
人
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
な
り

ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
２
０
１
６　

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
周
辺

伝
統
芸
能
発
表
会

小
口
城
址
公
園

16
10

日

30
10

日
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雲
一
つ
な
い
晴
天
の
中
、
大
口
町
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
、

１
５
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

各
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
が
日
頃
練

習
し
た
成
果
を
発
揮
し
、
皆
さ
ん
元
気
に

プ
レ
ー
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り

　

団
体
優
勝
（
知
事
賞
）　
河
北
老
人
ク
ラ
ブ

　

準
優
勝　
　
　
　
　

余
野
千
歳
会

　

三
位　
　
　
　
　
　

秋
田
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ

　

個
人
優
勝　
　
　
　

宮
田　

勉
さ
ん

　

準
優
勝　
　
　
　
　

藤
田
ひ
さ
ゑ
さ
ん

　

三
位　
　
　
　
　
　

福
冨
和
代
さ
ん

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会総

合
運
動
場

7
11

月

　

大
口
中
学
校
の
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で
、
８

月
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
マ
レ
ー
シ
ア
へ
派

遣
さ
れ
た
生
徒
た
ち
に
よ
る
報
告
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

派
遣
さ
れ
た
12
名
の
生
徒
が
現
地
で
見

て
感
じ
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
ま
と
め
た

模
造
紙
を
掲
示
し
た
ほ
か
、
ス
ク
リ
ー
ン

を
使
っ
て
報
告
す
る
な
ど
、
来
場
者
に
派

遣
先
の
雰
囲
気
や
体
験
し
た
こ
と
を
伝
え

ま
し
た
。

大
口
町
海
外
派
遣
事
業
報
告
会

大
口
中
学
校

23
10

日

　

南
保
育
園
の
畑
、「
南
保
ガ
ー
デ
ン
」
で

野
菜
作
り
を
お
手
伝
い
し
て
い
る
大
口
町

N
P
O
団
体
「
南
食
育
サ
ポ
ー
ト
」
と
一

緒
に
、
さ
つ
ま
芋
を
収
穫
し
ま
し
た
。

　

大
き
な
芋
を
掘
る
と
「
わ
ー
い
！
見
て

〜
」
と
歓
声
を
上
げ
て
、
隣
の
お
友
だ
ち

と
大
き
さ
く
ら
べ
。
収
穫
し
た
芋
は
、
お

土
産
に
持
ち
帰
り
、
天
ぷ
ら
や
ふ
か
し
芋

に
し
て
味
わ
っ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
園

で
は
鬼
ま
ん
じ
ゅ
う
に
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

大
収
穫
！　

芋
ほ
り
体
験

南
保
育
園

21
10

金

　

児
童
セ
ン
タ
ー
で
活
動
し
て
い
る
元
気

ク
ラ
ブ
主
催
の
大
口
西
児
童
セ
ン
タ
ー
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
『
あ
つ
ま
れ
ば　

と
も
だ
ち
！　

う
た
い
ま
す
！　

お
ど
り
ま
す
！
』。
児
童

ク
ラ
ブ
の
保
護
者
、
民
生
委
員
、
木
こ
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
あ
さ
ぎ
、
譁
東
海
理
化
、
町
内

外
の
団
体
が
協
力
し
て
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
、

ど
の
コ
ー
ナ
ー
も
大
盛
況
！　

子
ど
も
た
ち

は
ゲ
ー
ム
や
体
験
、
食
べ
る
コ
ー
ナ
ー
で
楽

し
い
時
間
を
楽
し
み
ま
し
た
。

第
17
回　

西
児
童
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

大
口
西
児
童
セ
ン
タ
ー

29
10

土
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サラダボールCo.

本年 2 月の r2 市 3 町ふれあい協働フォー
ラム 2016J  では、各市町で活動する人や団
.1'"屯
体が出会い、知り合うことができました。
o h回は、そこからさうに一歩踏み込んで、
各市町で活動する人や団体 ・ 地域 ・ 行政が一

緒にまちの課題を解決する方法について考え
D ￥すFt_
/ や参加いただを匂勧チカラつ を改め
て知る機会としてください。)

どなたでも、好きなテーマに入れます。
一緒に話し合って解決する方法を考えていきましょう。

不登校や貧困など支援の必要な子どもをはじめ、
放課後に子どもたちが安心できる居場所とは

第一部　意見交換のテーマ

子どもの発達に不安を抱える親やひとり親、
核家族世滑などに必要な支援とは

キャリアや子育てを終えた人に、培ったスキルや知識を
地域に還元してもらうには

地域の一員として、障がい者が住み慣れた地域で
暮らしていくために、私たちにできることとは

誇りある地域資源として、 桜並木、田園風景、
里山や川を守り、次世代につなぐには

起こり得る災害に対し、日頃から私たちができる備えと
発災時にできることとは

子ども会や老人会、自治会離れの現状を受け止め、
多くの地域住民と“魅力ある地域活動"を進めるには

わがまちの特長や魅力を効果的に PR していくには
また2市3町で共通してできるとととは

高齢者の孤立を防ぐためにできること、さらには、
高齢者がいきいきと活躍するために地域でできる
役割とは

譁
譌
譏
譎
證
譖
譛
譚
譫
譟

譬
譯
譴
譽
讀
讌
讎
讒
讓
讖
讙
讚
谺
豁
谿
豈

豌
豎
豐
豕
豢
豬
豸
豺
貂
貉
貅
貊
貍

軈
軋
軛
軣
軼
軻
軫
軾
輊
輅
輕
輒

蘂
薑
薊
薨
蕭
薔
薐
藉
薺
藏
薹
藐
藕
藝
藥
藜
蠅
螢
螟
螂
螯

蟋
螽
蟀
蟐
雖
螫

譁
譌
譏
譎
證
譖
譛
譚
譫
譟

譬
譯
譴
譽
讀
讌
讎
讒
讓
讖
讙
讚
谺
豁
谿
豈

豌
豎
豐
豕
豢
豬
豸
豺
貂
貉
貅
貊
貍

軈
軋
軛
軣
軼
軻
軫
軾
輊
輅
輕
輒

小牧市

豊山町

岩倉市

大口町

小牧市

豊山町

岩倉市

大口町

扶桑町

　大口町の国際交流や多文化共生に関わる団体で結成
した多文化共生レインボーは、国籍を問わず誰もが住
みよいまちづくりを目指しています。
　構成団体それぞれの個性を生かした「外国文化の紹
介や体験」を通し、国際交流や多文化共生の輪を広げ
るため、大口から「多文化共生」を発信します。

12月11日（日）
ほほえみプラザ4階 ほほえみホール他

午前10時15分から午後2時

　　　  100 円　
講師　大口町文化協会 大口町茶華道クラブ

日本文化体験日本文化体験

外国文化紹介、体験外国文化紹介、体験

大 町の国際交流や多文化共生に関わる団体で結成

みんな来てね！ みんな来てね！ みんな来てね！ 

多文化共生
フェスティバル
多文化共生
フェスティバル

in Ogchiin Oguchi

大口から多文化共生を発信！！

第1回

参加費
300円
しょうがくせいいか

さいいかむりょう

小学生以下
200円

（３歳以下無料）

インドネシア、ベトナム、中国の文化紹介

多国籍料理　　　　　世界の遊び

世界の民族衣装

サラダボールCo.

愛知華人華僑國際交流會

もやい

日本語教室 Cereja カフェ

中華麺手延ばし

中華料理

愛知華人華僑國際交流會

世界のクッキー

お好きにチョイス！

シンガポールスープ

もやい

日本語教室
Cereja カフェ

にほんごきょうしつ

アイシングクッキー体験

ジェンズ（中国の羽蹴りゲーム）

メキシコ料理

アイシングクッキー体験
ジェンズ（中国の羽蹴りゲーム）
メキシコ料理

中華麺手延ばし
中華料理

世界のクッキーお好きにチョイス！
シンガポールスープ

インドネシア、ベトナム、中国の文化紹介
多国籍料理
世界の遊び・世界の民族衣装

たいけん

りょうり

ちゅうごく はねけ

ちゅうかめんての

せかい

す

ちゅうごくぶんかしょうかい

たこくせきりょうり せかい あそ

せかい みんぞくいしょう

ちゅうかりょり

あいちかじんかきょうこくさいこうりゅうかい

おおぐちちょうかいがいはけんさんかしゃ

けっせいゆうし

かいがいはけんじぎょう とう

かつどう おこな

わか だんたい
大口町海外派遣参加者のOB・OGの

有志で結成された若きNPO団体。

海外派遣事業のサポート等の

活動を行う。
まいしゅうどようび けんこうぶんか

かいちょうみんかつどう

にほんごきょうしつ かいさい

にほんご ぼしゅうちょう

毎週土曜の19:00より、健康文化

センター２階町民活動センターで

日本語教室を開催。

日本語ボランティア募集中！

にほんじん たが りかい

そんちょう

こくさいりかいこうざ

たぶんか かいさい

外国籍住民と日本人とがお互いに理解し、

尊重できるまちづくりをめざして、

国際理解講座や

多文化カフェを開催する。

たこくせきじゅうみん

まいしゅうどようび けんこうぶんか

かいちょうみんかつどう

にほんごきょうしつ かいさい

にほんご ぼしゅうちょう

毎週土曜の19:00より、健康文化

センター２階町民活動センターで

日本語教室を開催。

日本語ボランティア募集中！

にっちゅうゆうこう か はし

かつどう りょうり とくい

おお ちいき かっせいか

こうけん

多文化共生をめざし、日中友好の懸け橋

となるべく活動する。料理が得意な

メンバーが多く、地域の活性化にも

貢献したい。

たぶんかきょうせい

にほんじん たが りかい

そんちょう

こくさいりかいこうざ

たぶんか かいさい

外国籍住民と日本人とがお互いに理解し、

尊重できるまちづくりをめざして、

国際理解講座や

多文化カフェを開催する。

たこくせきじゅうみん

有料
ゆうりょうゆうりょう

有料
ゆうりょうゆうりょう

体験
たいけんたいけん

体験
たいけんたいけん

体験
たいけんたいけん

体験
たいけんたいけん

試食
ししょくししょく

試食
ししょくししょく

試食
ししょくししょく

試食
ししょくししょく

programs プログラム

10:15 オープニング

10:30

11:30

ブース出展オープン　
茶道体験
外国文化紹介・体験
試食コーナーオープン

13:45 エンディング

10:30

11:30

試食コーナー
オープン

13:45

エンディング

しょうさい うら

ブース出展オープン
先着
50名

せんちゃく

有料

有料

体験

試食

体験

試食

体験

試食

有料

試食

みんなで歌おう♪『It's a Small World』

インドネシアダンス『ポチョポチョ』
　（日本語教室Cereja カフェ）
ジャグリングショー（もやい）
中国の民族ダンス（愛知華人華僑國際交流會）

茶道体験

予約
優先

参�加費　大人 300 円、小学生以下 200 円（各種料理

試食、保険料込み。３歳以下無料）その他体験実費

を当日ご持参ください。

対�象　国籍を問わず、大口町および周辺にお住まいか

お勤めで、多文化交流に興味がある方

年齢　小学生以上（低学年は保護者同伴）

定�員　先着 50 名

問�合せ先　NPO 法人まちねっと大口  蘂 22-6642
主�催　多文化共生レインボー（サラダボール Co．・もやい・愛知華人華僑國際交流會・日本語教室 Cereja カフェ・

NPO 法人まちねっと大口）、大口町
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町内にお住まいの
　　20代の皆さんがリレーで登場！vol.269

研
究
に
邁
進
！

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
開
眼

　

教
育
学
部
心
理
学
科
の
4
年
生
。

4
月
か
ら
大
学
院
に
進
学
し
ま
す
。

　

高
２
の
と
き
に
大
学
の
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
参
加
し
、
将
来

進
む
道
を
決
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、

成
績
を
追
い
つ
か
せ
る
べ
く
猛
勉

強
。
希
望
の
大
学
に
入
学
し
、
好

き
な
教
育
学
の
研
究
に
明
け
暮
れ

て
い
ま
す
。
尊
敬
で
き
る
指
導
教

授
に
恵
ま
れ
、
研
究
が
な
に
よ
り

楽
し
く
毎
日
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
子
ど
も
が
大
好
き
。

塾
や
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
、

子
ど
も
に
教
え
る
ア
ル
バ
イ
ト
を

し
て
い
ま
す
が
、
教
え
る
こ
と
の

難
し
さ
を
日
々
実
感
し
て
い
ま
す
。

教
育
実
習
に
て

　

去
年
、
南
小
に
教
育
実
習
に
行

き
ま
し
た
。
担
当
し
た
4
年
生
の

子
ど
も
た
ち
が
と
て
も
か
わ
い
く
、

運
動
場
で
み
ん
な
が
一
輪
車
で
自

分
の
周
り
を
ぐ
る
ぐ
る
回
っ
て
笑

わ
せ
て
く
れ
た
の
が
思
い
出
に

残
っ
て
い
ま
す
。
先
生
方
が
優
し

く
指
導
し
て
く
だ
さ
る
中
で
、
現

役
の
先
生
方
の
ス
キ
ル
の
素
晴
ら

し
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
、
自
分

が
教
師
に
な
る
の
は
ま
だ
ま
だ
早

い
と
実
感
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に

大
学
院
進
学
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

教
育
実
習
の
最
後
の
日
は
、
手

作
り
の
し
お
り
を
一
人
ひ
と
り
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
お
別
れ
。
抱
き

つ
い
て
き
て
く
れ
る
子
や
泣
い
て

く
れ
る
子
が
い
て
感
激
し
ま
し
た
。

学
習
発
表
会
の
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」

の
劇
を
観
に
行
く
と
約
束
し
て
い

た
の
に
、
風
邪
で
行
け
ず
連
絡
も

で
き
ず
じ
ま
い
だ
っ
た
の
が
今
で

も
悔
や
ま
れ
て
い
ま
す
。

二
宮　

由
樹
さ
ん 

（
余
野
）　

Ｈ
７
・
3
・
19
生

▲学科の仲間とぎょうざ
パーティー

△ハモーン博士のまとめ

蘂

便
り

FOR
 YOU

　

お
ま
え
を
大
切
に

　

摘
ん
で
ゆ
く
人
が
い
た

　

臭
い
と
い
わ
れ

　

き
ら
わ
れ
者
の

　

お
ま
え
だ
っ
た
け
れ
ど

　

道
の
隅
で

　

歩
く
人
の

　

足
許
を
見
上
げ

　

ひ
っ
そ
り
と
生
き
て
い
た

い
つ
か
お
ま
え
を
必
要
と
す
る
人

が
あ
ら
わ
れ
る
の
を
待
っ
て
い
た

か
の
よ
う
に

お
ま
え
の
花

白
い
十
字
架
に
似
て
い
た

　

引
用
：
星
野
富
弘　

著

　
「
か
ぎ
り
な
く
や
さ
し
い
花
々
」
よ
り

ごみ袋はポンチョ
家族 4人で電車に乗ってお出掛けの帰りのこ
と。駅に降りたらどしゃ降りの雨。困った！
雨具がない！ひとりを背負い、ひとりを後部
に乗せ、娘の頭からごみ袋をかぶせ自転車を
必死にこいで帰宅。
夫は一人マイペースで…。イクメンとはほど
遠かった夫も今ではイクジイになりつつある。  
　　　　　　　　　　　　　　　    （しばＰ）

遺伝子
血液型、食べ物の好み、性格もぜんぜん違う
二卵性双子の息子たち。そのおかげで、思う
ようにならない子育ての最中、「悪いのは育て
方じゃない。同じ環境で同じ物を与え、同じ
ように育ててるのに、こんなに違うのは、生
まれ持ったこの子たちの個性」で、すべて納
得して済ませてきた。成長した息子をみて、
個性の元となる遺伝子は、親から受け継ぐこ
とに改めて気づくこのごろ…。（チャーミー）

あの時のこの歌
40年も前、台所で「ゆりかご
の歌をカナリアが歌うよ、ね
んねこねんねこねんねこよ」
と口ずさんでいたら、「ねんね
こってどんなネコ？」と 4歳
の息子が聞いてきた。ネコ？
　　　　　　　　　 （名加女）

今
年
一
番
の
ニ
ュ
ー
ス

　

２
０
１
６
年
。
こ
の
年
の
ニ
ュ
ー
ス
は
あ
ま
り
に

も
悲
惨
。
北
と
南
か
ら
襲
っ
て
き
た
地
震
、
台
風
、

豪
雨
に
洪
水
。
自
然
現
象
か
神
の
怒
り
で
し
ょ
う
か
。

　

今
、
安
穏
に
暮
ら
し
て
い
る
78
歳
の
私
。

１
９
４
４
年
12
月
７
日
に
発
生
し
た
東
南
海
地
震
、

翌
年
１
月
13
日
に
発
生
し
た
三
河
地
震
。
い
ず
れ
も

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
・
9
や
６
・
８
で
あ
っ
て
、
被
害

は
甚
大
で
あ
っ
た
が
、
戦
時
下
の
言
論
統
制
、
報
道

管
制
の
た
め
極
秘
と
さ
れ
、
被
害
微
小
と
い
う
あ
い

ま
い
か
つ
事
実
に
反
し
た
報
道
が
さ
れ
た
。
壊
れ
た

家
と
庭
を
つ
ぶ
し
、地
震
小
屋
を
作
り
、蚊
帳
を
張
り
、

私
た
ち
家
族
は
１
年
そ
の
小
屋
で
暮
ら
し
た
。
い
ず

れ
の
家
族
も
そ
の
様
で
あ
っ
た
。　
　
　

  

（
名
華
女
）

　

今
年
一
番
心
に
残
っ
た
事
は
義
母
の
死
を
む
か
え

た
事
で
し
ょ
う
か
。
共
に
過
ご
し
た
日
々
を
思
い
出

し
ま
す
。
働
き
者
の
義
母
で
し
た
。
病
弱
な
私
の
事

を
い
つ
も
気
に
掛
け
て
く
れ
ま
し
た
。
晩
年
は
認
知

症
も
あ
り
施
設
の
お
世
話
に
な
り
、
楽
し
く
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。
苦
労
多
い
人
生
で
し
た
が
最
期
は
幸

せ
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。　
　
　

  

（
Ｇ
フ
ァ
ン
）

　

ハ
ワ
イ
諸
島
マ
ウ
イ
島
で
の
出
来
事
。
ホ
ヌ
（
ハ

ワ
イ
語
で
海
亀
の
こ
と
）が
砂
場
で
じ
っ
と
し
て
た
！

優
雅
な
光
景
で
は
あ
っ
た
が
余
り
に
長
い
間
動
か
な

か
っ
た
の
で
死
ん
じ
ゃ
っ
た
か
と
思
い
近
づ
こ
う
と

し
た
途
端
、
そ
れ
ま
で
静
か
に
ビ
ー
チ
に
い
た
人
達

に
激
し
く
叱
ら
れ
た
。
ホ
ヌ
は
特
別
保
護
動
物
に
指

定
さ
れ
５
ｍ
以
内
に
近
づ
い
た
り
触
れ
た
り
し
た
ら

多
額
の
罰
金
を
払
う
事
を
知
ら
さ
れ
た
。

　

そ
ん
な
事
知
ら
な
い
じ
ゃ
ん
！
で
は
済
ま
さ
れ
な

い
私
の
今
年
の
ニ
ュ
ー
ス
。　
　
　
　
　

  

（
し
ば
Ｐ
）

　

今
年
一
番
の
ニ
ュ
ー
ス
？ 

人
生
半
世
紀
を
迎
え
た

こ
と
や
、
銀
婚
式
は
昨
年
だ
し
…
、
は
て
、
何
も
思

い
浮
か
ば
な
い
。
強
い
て
挙
げ
れ
ば
何
も
な
か
っ
た

こ
と
か
？　

特
別
に
楽
し
い
こ
と
、
悲
し
い
こ
と
が

な
く
、普
通
に
暮
ら
せ
た
１
年
、そ
れ
も
大
事
な
こ
と
。

無
事
平
穏
に
過
ご
せ
た
こ
と
が
、今
年
一
番
の
ニ
ュ
ー

ス
で
す
！　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
チ
ャ
ー
ミ
ー
）

　

５
月
に
娘
が
誕
生
し
ま
し
た
。
何
だ
ろ
う
。
可
愛

さ
が
圧
倒
的
だ
。「
私
、パ
パ
の
お
嫁
さ
ん
に
な
る
」っ

て
言
わ
れ
た
い
な
ぁ
。
こ
れ
ま
で
「
娘
が
で
き
た
ら

デ
レ
デ
レ
に
な
り
そ
う
」
と
周
り
か
ら
言
わ
れ
て
全

否
定
を
繰
り
返
し
て
き
た
が
…　

皆
さ
ん
の
お
見
込

み
の
と
お
り
で
し
た
！　

新
た
な
自
分
を
発
見
し
た
、

そ
ん
な
出
来
事
が
今
年
一
番
の
ニ
ュ
ー
ス
。　

  

（
俺
）

　皆さん、一年の終わりには何となくそ
の年を振り返る生活習慣が身に付いとる
んではないかの。振り返るから気が付く
こと、感謝すること、そして次への意欲
が生まれる。
　さて、皆さんの今年一番のニュースは
何かな？　一年の終わりに改めて振り
返ってみてはどうかの。
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悠
仁
、
予
定
日
よ
り
５
週
間
も
早

く
お
腹
か
ら
出
て
く
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
ね
。

　

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
酸
素
や
点
滴
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
管
に
つ
な
が
れ
て
い
ま

し
た
が
、
よ
く
が
ん
ば
っ
て
い
ま
し

た
ね
。

　

今
で
は
ミ
ル
ク
を
た
く
さ
ん
飲
ん

で
、
手
足
を
バ
タ
バ
タ
動
か
し
、
大

き
な
声
の
お
し
ゃ
べ
り
で
元
気
い
っ

ぱ
い
。

　

こ
れ
か
ら
悠
仁
は
ど
ん
な
経
験
を

し
た
い
で
し
ょ
う
か
？

　

お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
は
あ
な
た

の
お
手
伝
い
を
し
た
い
で
す
。

　

５
月
17
日
に
２
５
７
０
ｇ
で
、
出

産
予
定
日
よ
り
13
日
早
く
産
ま
れ
て

き
ま
し
た
。
お
腹
の
中
に
い
る
時
、

日
帰
り
温
泉
に
よ
く
行
っ
て
い
た
せ

い
か
、
生
ま
れ
て
か
ら
お
風
呂
に
入

る
時
、
一
度
も
泣
い
た
事
が
あ
り
ま

せ
ん
。
お
風
呂
に
入
る
前
に
大
泣
き

し
て
い
て
も
、
湯
舟
に
入
る
と
泣
き

止
ん
で
し
ま
う
ほ
ど
お
風
呂
好
き
な

よ
う
で
す
。
い
つ
も
に
こ
に
こ
笑
顔

の
や
ま
と
君
。
最
近
、
知
ら
な
い
人

に
「
か
わ
い
い
ね
ー
」
と
顔
を
の
ぞ

か
れ
て
も
、
ニ
コ
っ
と
愛
想
笑
い
を

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
見
て
い
た
お

父
さ
ん
が
、「
す
ご
い
必
殺
技
を
覚
え

た
な
…
」
と
思
わ
ず
ボ
ソ
リ
（
笑
）。

　

こ
れ
か
ら
も
、
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
、

元
気
い
っ
ぱ
い
な
子
で
い
て
ね
。

（
河
北
）

　
　
　

お
父
さ
ん　
　

三
浦　

淳
一

　
　
　

お
母
さ
ん　
　
　
　
　

紫
之　

（
余
野
）

　
　
　

お
父
さ
ん　
　

有
賀　

秀
仁

　
　
　

お
母
さ
ん　
　
　
　

由
美
子

ありが　ゆうじん　くんみうら　やまと　くん

No.777 No.776

○
月
×
日
　
最
近
、
自
分
の
事
を
「
ひ

よ
」
っ
て
言
う
よ
う
に
な
っ
た
ひ
よ

り
。
冷
蔵
庫
を
指
差
し
て
、「
チ
ュ
ッ

チ
ュ
！
」
っ
て
言
う
の
は
ヤ
ク
ル
ト

ち
ょ
う
だ
い
っ
て
事
。
よ
ー
く
聞
け

ば
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
だ
ん
だ
ん

と
分
か
る
様
に
な
っ
て
き
て
、
お
し
ゃ

べ
り
が
ず
い
ぶ
ん
出
来
る
よ
う
に

な
っ
た
事
を
実
感
し
ま
す
。
　

○
月
×
日
　
静
か
だ
な
ー
っ
て
思
っ

て
い
た
ら
、
ひ
と
り
で
お
姉
ち
ゃ
ん

の
靴
を
履
い
て
、
玄
関
の
中
を
う
ろ

う
ろ
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
姿
が
可

愛
く
て
思
わ
ず
パ
シ
ャ
リ
。
な
ん
で

も
お
姉
ち
ゃ
ん
と
一
緒
の
事
が
し
た

い
ん
だ
も
ん
ね
♪

○
月
×
日
　
お
風
呂
が
大
好
き
な
ふ

た
り
。
お
風
呂
が
沸
い
た
お
知
ら
せ

メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ
る
と
自
分
で
サ

サ
ッ
と
服
を
脱
ぎ
ま
す
。
シ
ャ
ン
プ
ー

や
リ
ン
ス
を
並
べ
て
み
た
り
、
お
も

ち
ゃ
の
お
魚
や
カ
メ
さ
ん
で
遊
ん
だ

り
…
ふ
た
り
の
世
界
は
な
か
な
か
終

わ
り
ま
せ
ん
（
笑
）。

人　口	 計　23,689 人　　  男性   12,004 人（前月比　＋ 23人）
（11月 1日現在） 　　　　　 　女性　11,685 人（前月比　＋ 21人）
世帯数　　9,013 世帯（前月比　＋ 25世帯）

No.273

中小口

休日診療

12月4日 さのクリニック 94-0222

11日 かめいクリニック 93-9041

18日 さくら総合病院 95-6711

23日 神尾外科 93-0137

25日 江口医院 93-2626

29日 さくら総合病院 95-6711

30日 神尾外科 93-0137

31日 さくら総合病院 95-6711

診�

療
時
間　

午
前
９
時
か
ら
正
午　

午

後
２
時
か
ら
５
時　

救
急
医
療
情
報

セ
ン
タ
ー
（
夜
間
）

　

蘂
０
５
８
６
―

72
―

１
１
３
３

阿
部　

一
成
さ
ん

　
　
　

か
お
り
さ
ん

　
　
　

ひ
な
た
ち
ゃ
ん

　
　
　

ひ
よ
り
ち
ゃ
ん　
　
　
　
　
　
　

Ｈ
25
・
１
・
４

Ｈ
27
・
３
・
19
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